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熊本高専の理念と学習・教育目標 

 

１．理 念 

本校は，専門分野の知識と技術を有し，技術者としての人間力を備えた，国際的にも通用する

実践的・創造的な技術者の育成及び科学技術による地域社会への貢献を使命とする。 

 

２．本校が育成する人材像 

本校は，複合学科体制とＩＣＴ系技術分野を拡大・強化・発展させた，融合・複合工学系３学

科とＩＣＴ系３学科で構成されており，エンジニア・デザイン能力の育成や人間社会と自然環境

との調和を目指した教育の充実を図り，国際的に通用する実践的･創造的技術者の育成を目標とし

ています。具体的には，以下に掲げるような能力・資質を備えた技術者育成を目指し，その目標

に向けた教育を実践しています。 

 

熊本高専の学習・教育目標－本校が育成する人材像－ 
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熊本高専の頭文字「Ｋ」をあしらったデザインです。 

新高専のキャッチフレーズ「 革新する技術、創造する未来 ～夢へ翔る熊本高専～ 」にも通じ

る躍動感に溢れています。 

 

（１）日本語及び英語のコミュニケーション能力を有する技術者 

 

（２）ICTに関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付けた技術者 

 

（３）各分野における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門技 

術に関する知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決する能 

力を持った技術者 

 

（４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付けた技術者 
 

（５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者 

 

（６）知的探求心を持ち，主体的，創造的に問題に取り組むことができる 

技術者 



３．教育課程と達成目標 
本校は，５年間の本科（準学士課程）と、本科を卒業後さらに進んだ教育を受ける２年間の専

攻科（学士課程）によって構成され， 熊本キャンパスには、「情報通信エレクトロニクス工学科」、

「制御情報システム工学科」、「人間情報システム工学科」の電子情報系３学科、八代キャンパス

には、「機械知能システム工学科」、「建築社会デザイン工学科」、「生物化学システム工学科」の融

合・複合工学系３学科の、計６学科を設置しています。専攻科として、熊本キャンパスには「電

子情報システム工学専攻」、八代キャンパスには「生産システム工学専攻」の２専攻を設置してお

り、高度の知識・素養とともに、幅広い視野を身につけた実践的高度技術者の育成を目指してい

ます。 

また、各学科・専攻では、前頁の学習・教育目標に基づいて，それぞれの教育課程に応じた具

体的な目的を定め、本科卒業時点では，社会の要求に適応できる能力・資質を備えた技術者とし

て地域・社会に貢献できる人材育成に努めています。 

 

 

 

学 科 教育上の目的 

情報通信 

エレクトロニクス 

工学科 

情報通信エレクトロニクス工学科は，情報通信とエレクトロニクスの専門

技術とともに両者を融合した技術を身に付け，情報通信とエレクトロニク

スに対する高度化，多様化したニーズに応えられる技術者の育成を目的と

する。 

制御情報 

システム工学科 

制御情報システム工学科は，電気・電子工学，情報工学，計算機工学及び

計測・制御工学の基礎技術を身に付け，これを基盤として制御と情報の関

連技術を融合し，ソフトウェアとハードウェアを統合した制御情報システ

ムを実現できる技術者の育成を目的とする。 

人間情報 

システム工学科 

人間情報システム工学科は，ソフトウェア・エレクトロニクス・ヒューマ

ンウェアの技術を加味した情報工学を基本に，人の生活に役立つ情報シス

テムづくりの基礎を身に付け，社会のニーズに応えられる感性豊かな技術

者の育成を目的とする。 

機械知能 

システム工学科 

機械知能システム工学科は，「機械工学」を基本として，「電気・電子・

制御・情報・通信システム」等の幅広い技術分野にも対応しながら，様々

な生産活動の場において総合エンジニアとして「モノづくり」に貢献でき

る技術者の育成を目的とする。 

建築社会 

デザイン工学科 

建築社会デザイン工学科は，建築学と土木工学の専門基礎技術に情報通信

技術を加えて，地域の文化や歴史，自然環境や防災などに配慮しながら，

建物，社会資本の整備や都市計画などの「地域づくり・まちづくり」に貢

献できる技術者の育成を目的とする。 

生物化学 

システム工学科 

生物化学システム工学科は，生物科学と化学の専門基礎技術に情報電子技

術を加え，生物の持つ様々な機能を工学的に応用するバイオ技術を駆使し

て，医薬医療・食品・化学等の産業分野で展開されている「先進的で高度

なモノづくり」に貢献できる実践的バイオ・ケミカル技術者の育成を目的

とする。 

 

 

 

 

 



専 攻 教育上の目的 

電子情報 

システム工学

専攻 

電子情報システム工学専攻は，電子情報技術及び応用技術の高度化・グローバ

ル化に対応して，電子情報系の専門知識・技術とコミュニケーション力を身に

付け，複合領域にも対応できる幅広い視野と柔軟な創造力を備え，かつ健全な

精神を持った広く産業の発展に貢献し国際的にも活躍できる技術者の育成を

目的とする。 

生産システム

工学専攻 

生産システム工学専攻は，準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン

系・生物化学系の何れかの複合型専門を基礎として，モノづくりの基盤をデザ

インしこれを展開して，国際的な視点に立ったイノベーション創成を担うこと

のできる高度な開発技術者及び地域産業の発展に貢献できる技術者の育成を

目的とする。 

 

さらに，本科４年から専攻科２年生までの４年間の教育を，JABEE（日本技術者教育認定機構）

に対応した教育プログラムとして構成しており，専攻科修了時には国際的に活躍できる能力・資

質を持った技術者の育成を目指しています。 

 

 

●専攻科（学士課程）の学習・教育到達目標 

(1) 日本語及び英語のコミュニケーション能力を有し，国際的に活躍できる技術者 

 

(2) ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者 

 

(3) 各分野における技術の基礎となる知識と技能，及びその分野の専門技術に関する高度

な知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決し，産業技術分野への活用を実践で

きる技術者 

 

(4) 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者 

 

(5) 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付け，社会への貢献意識を持つ技術者 

 

(6) 知的探求心を持ち，問題解決へ向けて主体的，創造的に問題に取り組むことができる

技術者 
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専攻科の 要

（１）専攻科の 度

これまで高専は５年間の 教育によって実践的技術者を 多く養成してきました。

しかし， 年の科学技術の進 に い，より高度な専門知識が 要とされるよ になり，

高専５年間の課程では いきれないよ になってきました。そこで， 成２年の 学

会において，高等専門学校の高等教育のアイデンテ テ を 持しながら，「 な

程度において な を教 し，その を指 する」専攻科が設置できることにな

りました。

八代高専には， 成６年度に「生産情報工学専攻」，「環境建設工学専攻」及び「生物

工学専攻」の３専攻からなる専攻科が設置されました。これ ，高専本科５年間の実

践教育の えに，専門的知識 と 実した実 を ことにより， 開 や先

技術に対応できるエンジニアの育成に努めてきました。なお専攻科では，学 機

構が定める 定の要 を た ， に基づき 機構の により学士の学 が

できます。

その後， 成２ 年 を て，熊本電 工業高等専門学校（ 熊本電 高

専）及び八代工業高等専門学校（ 八代高専）が，情報・電子・通信・制御など

教育を とする熊本電 高専の教育 と，複合学科としての幅広い専門性，さら

にその融合・複合を とする八代高専の教育 を 合 ることにより，実践的

・ 的な技術者の育成を目的として，熊本高等専門学校として高度化 されたのに

い，両高専にそれぞれ設置されていた専攻科が統合され，「熊本高等専門学校専攻科」

が設置されました。

   

（２）専攻科の

成 ６ 年 専攻科(生産情報工学専攻，環境建設工学専攻，生物工学専攻)

が設置された。

                    専攻科が学 （ 28年文 ） ６ に

定する 学 ・学 機構が定める要 を たす専攻科と

して 定された。

専攻科 学 を した。（ ２ は を ）

成 年 ３ 専攻科 を した。（ ２ は を )

３ ２ 専攻科 が 工した。

成 年 ２ 生産情報工学専攻及び生物工学専攻が 学 ・学 機構

での の 定を受ける。( 成 11年 から適用)

成 ２年 ２ ５ 環境建設工学専攻が 学 ・学 機構での定 の

，適 と められる。
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成 ６年 立 人 立高等専門学校機構 立八代工業高等専門学校

となった。

成 年 ２ 専攻科の 定に関する に 定する 学 ・学

機構の の ，適 と められる。

成 年 ５ 対応教育 ロ ムが 本技術者教育 定機構から

定された。

成２ 年 ５ 対応教育 ロ ムの 間 により， 本技術者

教育 定機構から された。

成２ 年 熊本高等専門学校の設置。 時に熊本高等専門学校専攻科が設

置される。

成２２年 熊本高等専門学校専攻科（電子情報システム工学専攻，生産シ

ステム工学専攻）の 学 を した。

成２３年 ５ 対応教育 ロ ムが により， 本技術者

教育 定機構から 定された。

成２ 年 ３ 熊本高等専門学校専攻科（電子情報システム工学専攻，生産シ

ステム工学専攻）の を した。

成２ 年 ３ ３ 対応教育 ロ ムが により， 本技術者

教育 定機構から 定された。
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研究

評価

研究
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２ 専攻科の と目標

成６年 に設置され，「生産情報工学専攻」，「環境建設工学専攻」，「生物工学専

攻」の３専攻から構成されていた八代高専の専攻科は， 成２ 年 より，熊本

高専専攻科生産システム工学専攻 ，高度化 されました。

高専はこれまで，社会に てす に役立つ実践的技術者の育成に努め，その成 は

関連する 業から めて高い を受けています。しかし， 年における技術の高度

化，総合化， 化による な産業技術の複 化に い，社会が求める実践的技術

者に対する要求も きく 化してきています。このよ な社会の 化に に対応す

く専攻科については，準学士課程の高度化 に対応し， の熊本電 高専専攻

科と八代高専専攻科の５専攻をそれぞれ「電子情報システム工学専攻」，「生産シス

テム工学専攻」の２専攻に りし 実を りました。

ここで２専攻からなる本専攻科は， に進 科学技術の高度化と 化に対応す

るために，高等専門学校の教育で した実践的技術をさらに めた教育を実 する

もので， 定の専門工学 域におけるより高度の知識・素養とともに複合 域に対応

できる幅広い視野を身につけた実践的・ 的技術者として，工学技術を複合化した

高度技術産業分野で 応できる人材の育成を目指しています。

なお， と 様に， 専攻科においても 定の を し， 学 ・学

機構の に合 することにより「学士（工学）」の学 が され， 学 の

受 資 も られます。
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３ 教育 と教育課程の 成

（１）専攻科の

専攻科は，技術者としての広い視野と科学技術の基礎的な知識及び専門分野の知

識と技術を し，技術者として 要な ミュニケーシ ン能力と を備え，様々

な の に 体的に り ことのできる実践的技術者の育成を目標としてい

ます。

[電子情報システム工学専攻]
電子情報システム工学専攻は，電子情報技術及び応用技術の高度化・ ローバ

ル化に対応して，電子情報系の専門知識・技術と ミュニケーシ ン力を身に付け，

複合 域にも対応できる幅広い視野と な 力を備え，かつ な を持っ

た広く産業の 展に貢献し 的にも活 できる技術者の育成を目的とする。

[生産システム工学専攻]
生産システム工学専攻は，準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン

系・生物化学系の れかの複合 専門を基礎として，モノづくりの基盤をデザイン

しこれを展開して， 的な視点に立ったイノ ーシ ン 成を ことのできる

高度な開 技術者及び地域産業の 展に貢献できる技術者の育成を目的とする。

（２）専攻科の教育 の

専攻科の設置に たっては，本校の教育目標に基づき， の つの を育成目

標として教育課程を 成しています。

ア) 専門分野における基礎的な知識と技術を し，社会や産業技術分野 の応用

を実践できる技術者の育成

イ) 技術者としての広い視野と な 力を持って，人間に 適なシステムの

開 ができる技術者の育成

ウ) 技術者として 要な ミュニケーシ ン能力を備え， 的にも活 できる

人材の育成

エ) 様々な の に 体的に り ことができ，社会性と の る高

度開 技術者の育成

また，本専攻科は，２つの専攻が熊本キャンパスと八代キャンパスに分かれて設

置されていますが，基礎となる専門基盤学科の分野が されたことに い，各専

攻の を活かしつつ複合化した 域の技術分野 の対応を 慮して 成され

ています。

[電子情報システム工学専攻]
本専攻分野における の知識として，5 年間の本科教育（準学士課程）を基礎

とした「 性工学」，「感性情報工学」，「技術者 」などの総合基盤科目を配置

しています。これらと して， の 文の による専門技術の と自

らの を に 信するための専門 技術を身に付けさ るための「技術

」や 開 能力の 上を目指す「システム工学 」の科目を設定し，こ

れらを 科目とします。
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また，専門 科目として，電子・情報・制御系の基礎となる「デ ジ ル信

」や「材 工学」，「マル デ ア工学」などの専門基盤 を配置し，そ

の応用 科目 として「電子デバイス工学」や「 ト ーク工学 」など

の電子通信系科目 と，「シミュレーシ ン工学」や「ロ ト工学」などの制御

情報系科目 を設けています。

これまでの熊本電 高専 定専攻科のカ キュ ムに加えて，エンジニア ン

デザインの素養を身に付けさ る「 生技術デザイン実習」や「イン ーンシ

実習」の 実，「 システム工学」や「 ト ーク工学 」など， カ

キュ ムで していた分野の専門科目の 加設定など 科目の 実に

より，さらに高度な実践的技術力の 上を っています。

イン ーンシ の 実

総合教育 ン ー連 による 性を育 デザイン能力育成科目に

よる実習

現力スキル（ レ ンテーシ ン能力） 上のための「技術 」，「技術

現 」

[生産システム工学専攻]
本専攻は，総合基盤， ミュニケーシ ン， 学・自然科学，基礎工学を学 科

目 による 通の 科目を にして，機械知能系，建築・土木系，生物・応用

化学系３系それぞれの専門分野に する専門工学を 科目として配置することに

より，専門性の 立と複 的視野の を目指しています。

また， 通実 科目の「生産システム工学実 」，エンジニア ン デザイン・

成科目として設置された「応用 ロジェクト」や「 成実践技術」など，専門の

を えて， とする専門工学の知識や技術を活かしながら しも つの の

が するとは らない工学的な や 展的な 課 の に な を

える 分野の知識や技術を習 できるよ な PBL (Problem/Project Based 

Learning)を して，生産 の工学的応用 ことのできる複合工学における実

践的技術力の養成を っています。

上のよ な カ キュ ムに加えて， 通 科目として に される科目

を することにより，さらに高度な実践的技術力の 上を っています。

的視野と地域貢献・産業技術に関連した社会技術系科目

イン ーンシ に対応した 教育科目，デザイン能力育成科目， 画

実践科目によるテーマ の専門系 ロ ム

機関等と連 した ーデ ートによる，融合 進科目
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熊本高等専門学校学

２１年１０月１

２ 年２月２４

２ 年 月２

２４年２月２１

２４年 月１８

２ 年２月１

２ 年２月１８

２ 年 月１

２ 年 月２４

２ 年２月１

２ 年 月

２８年１月２

２８年 月２０

２８年 月２０

２ 年１月２４

２ 年 月１８

１ 本校の

（ ）

１ 熊本高等専門学校（ 「本校」 ） 教育 本 （ １８年

１２０ ）の の ,学校教育 （ ２２年 ２ ）

高等専門学校 （ １ 年 １１ ） き, 専門

の学 教 , 専門

育

２ の 本校の の

熊本高等専門学校 専門 の の

の育 科学

の

の 本校教 専門 学 の 応

教育 の

１ の２ の

（ 等）

１ の２ 本校 ,教育 の ,高等専門学校の

,教育 等の , の

の

２ の の ,

本校 １ の の 本校の の

の

（ の ）

１ の 本校 本校 教育 等の の

の き の
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２ 修 年 学年 学 の

（修 年 ）

２ 修 年 年

（学年）

学年 ４月１ 年 月 １

（学 ）

４ 学年 の２学

４月１ 月 ０

１０月１ 年 月 １

（ ）

の の き 校

の

(1) 

(2) の （ ２ 年 １ ８ ）

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 学年

２ の の 校

１ の の 校 の 度

（ の ）

の 校

キャンパス 学科 学 入学

（キャンパス）

本校 教育 等の の の

熊本キャンパス 熊本

八代キャンパス 熊本 八代

（学科 学 入学 教育 の ）

８ 学科 １学年の学 入学 教育 の の

学 科 学 入学 教育 の

ロ ス

工学科

１ ４０ ロ ス工学科

ロ スの専門

ロ ス 対

高度 応

の育
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システム工学科 １ ４０ システム工学科

工学 工学 工学

工学の

の

システム き

の育

システム工学科 １ ４０ システム工学科

ロ ス ン

の 工学 本

の生 システム

の の 応

の育

システム工学科 １ ４０ システム工学科 「 工

学」 本 「

システム」等の

対応 生産 の

ン 「

」 き の育

ン工学科 １ ４０ ン工学科 学

工学の専門

の

本の の「

」 き の

育

生 学システム工学科 １ ４０ 生 学システム工学科 生 科学

学の専門

生 の 工学

応

学等の産

「 高度 」

き

の育

２４０

２ の 教育 き 学科の学生

学 き

（ ）

本校 校 教 教 教 手

２ の 学校教育 （ ２２年 ２ ） の の

（ 校 ）
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１０ 本校 校 教 学生

２ 校 校 の 学校

教 校 の 教育 の の 教

４ 学生 校 の 学生の （ の

の ）

校 の 学 学生の

校 の の の 等

（ ）

１１ 本校 学生の 等

（ ）

１２ ２ のの 本校の

４ 教育 等

（１年 の ）

１ １年 の 等の

（教育 等）

１４ 学年 の 科 の １ ２の

２ 科 の ０ （１ ０ ）

の履修 １ の

の 科 １ の 科 ４

の学修 の 応

教育 学修等 の

き

(1) １ ０ の

の １

(2) ０ ４ の

の １

４ の の き 科 の の ０

の

の 等 の学修の

の修 学修

等 き

１ 科 の ０ の

（ の高等専門学校 科 の履修）

１ 校 教育 き 学生

の高等専門学校 履修 科 修 ０

本校 科 の履修 修 の き

（高等専門学校 の教育 学修等）
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１ 校 教育 き 学生 学 学修 の

科学 学修 本校 科 の履修

の修 き

２ き 本校 修

の ０ の

（教育プログラム）

１ １ ２ の本校の 本科の ４学年 学年

の２年 専攻科の２年 の ４年 「 応 工学

ス」 「生産システム工学」 専攻科の２年 「

専修 ス」の の教育プログラム

２ の教育プログラム

（ 修 ）

１８ 学年の の修 の の

の

２

（ 履修）

１ の の 学年 学年 の

科 履修 の

入学 科 学 学 学

（入学 ）

２０ 入学 の き の の

(1) 学校

(2) 教育学校

(3) 等教育学校の 修

(4) 学校教育 年の 修

(5) 科学 の

(6) 科学 学校の 等の の 教

育 の 修

(7) 学 等の 学校 度 （ ４１年

） 学校 等 の学

(8) の 年 本校 学校 等 の学

（入学 の ）

２１ 校 入学 学 の 学校の

の 等 入学 の

２ 校 入学 の 入学 の

学校の の き 学 学校の

入学 の

校 ２ 入学

入学 の 対 入学

４ 入学 の

（ 入学）

２２ １学年の ２学年 入学 き 校

の 年 学年 学 等 の学

の 学年 入学

２

（ 入学）
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２ の高等専門学校 学 き 校 教育

学

２

（入学手 ）

２４ 入学 の 学 の

校

２ の手 き 校 の の入学の

（ 科）

２ 科 き 校 の 科

２ 科

（ 学）

２ 学生 の 月 修学

き き 校 の 学 き

（ 学 ）

２ 学の １年 の

１年 度 学 の き

２ 学 年 き

学 修 年 入

（ 学）

２８ 学 学の き 校 の

学 の

（ ）

２ 学生 の の き 校

（ 学 入学）

０ 学生 の 学 き 校

の 学 き

２ の 学 入学 の き 校

の 学年 入学

（ 学年 ）

１ の の の 学

(1) ２年 引き き き 学

(2) 学 き 学年 ８年

（ の学校 の入学等）

２ の学校 入学 学 入学 校 の

（ 学）

校 教育 き 学生 の高等学校 学

学 き

２ 校 の 学 学生 の高等

学校 学 履修 本校 履修 ０

の修 き

校 の の修 学生 学年の

学年の の修 き

４
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（ ）

４ 学年の 修 校 の

２ 修

（ ）

学 き

入学

（ ）

入学 高等専門学校

の の （ １ 年 高等

専門学校 「 」 ） の

（入学 ）

入学 の

２ 入学 の の

（ ）

８ 学生 の の２

の の 年 の２ の１

２ の ４月 １０月

の

２ の き 年度の

き

４ 入学年度の １ ２ の

入学 き き

学年の 入学

の の年 の１２ の１ 入学の の 月 の

の の月 入学の の 月の

の

４０ 学年の 学 学 の き

の年 の２ の１ の 学 の

き の年 の の

（ ）

４１ 学 入 学生 入 の 月 の

月 の の の

２ の 学生（ ）の き

年度 の の の の

の き の

（入学 の ）

４２ 入学 １年 入学 の学 （

「学 」 ） 入学 学

等の 等 入学 の

入学 の

２ 入学 の 学

入学 １年 学 入

学 学 等の 等
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入学 の 入学 の

の 学

学 の の

の

４ の 等の

の の

（ の 等の ）

４ の 入学

２ の の の

の 学 学 の

入学 き 月 １

入学 の の の

学生 修

（ 学生）

４４ 本校の ２学年 入学 き

の 学生 入学

４ 学生 き

４ 学生 のの 本学

（ 修 ）

４ 校 教育 修 の 入

２ 修

８ 生 生 学生 科 等履修生

（ 生）

４８ 本校 の専門 の き

校 本校の教育 の 生 入学

２ 生

（ 生）

４ 本校 の 科 の き

校 本校の教育 の 生 入学

２ 生

（ 学生）

０ 学校 本校 科 の

の科 き 校 本校の教育

の 学生 入学

２ 学生

（科 等履修生）

１ 本校 の 科 の履修 き

校 本校の教育 の 科 等履修生 入学
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２ 科 等履修生 履修 の の科 修 の

科 等履修生

学生

（学生 ）

２ 学生 の学 のの 学生

（ ）

学生 き

（ ）

４ 校 教育 き 学生 学 学 の の

学 の の

の

(1) の

(2) 学 等 の

(3) の

(4) 学校の の 学生 の本

（ ）

の の 校

(1) の

(2) ２ 学 修学 き

(3) の

(4) ４２ １ 入学 の

の の の

入学

(5) ４２ ２ 入学 の

の 入学

１０ 専攻科

（ ）

本校 専攻科

（ ）

専攻科 高等専門学校 教育の の 度

工 高度 専門 教 産 の

育

（修 年 学 ）

８ 専攻科の修 年 ２年 ４年 学

き

（専攻 入学 教育 の ）

専攻 入学 教育 の の

専 攻 入学 教育 の

システム工学専攻 ２４ システム工学専攻

応 の高度 グロ 対応

の専門

シ ン 対
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応 き

産 の

き の育

生産システム工学専攻 ２４ 生産システム工学専攻 学

ン 生

学 の の 専門

の ン

シ ン

の き 高度

産 の き の育

４８

（教育 ）

０ 専攻科の 科 の の

２ 履修 等

（入学 ）

１ 専攻科 入学 き の の

(1) 高等専門学校

(2) 学

(3) 専修学校の専門 修 の 学校教育 １ ２ の

学 入学 き の

(4) 学校教育 １４年の 修

(5) の学校 教育 科 履修

の学校教育 １４年の 修

(6) の 学の （ の修 の学校教育

１４年の 修 の ） の

の学校教育 度 教育 科学

のの 修

(7) の 本校 高等専門学校 等 の学

（入学 の 入学の ）

２ 校 専攻科の入学 の

入学

（ 学の ）

専攻科学生の 学 ２年 き

２ 学の ８ 修 年 学 入

（ 修 ）

４ の の の

２ の

専攻科 ２年 学 修 専攻科

の修

４ 校 修 対 の修

（ ）

専攻科学生 １ １ １

２ ２４ ２ ２８ ０ １

４ ４ ４８ の
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の １ 「 の高等学校 学」

の 「 の 学」 ２ 「 ２ 」 の 「 」

の

（ の ）

本 のの 専攻科

１１ 学

（学 ）

本校 学

２ 本校の学生 入 の 入

学 の

１２

（ ）

８ 本校

２

１ の学 ２１年１０月１

２ の 科学 の 等

（ ２１年 １８ ） １０ の き ２１年 月

０ の 高等専門学校 （ １ 年

１１ ） 熊本 工 高等専門学校 八代工 高等専門学校

学 高等専門学校 高等専門学校の専攻科

の 修 教育 の履修 本校 の

本校 の 教育 の

の き 熊本 工 高等専門学

校 八代工 高等専門学校の学 の の 等

４ ８ １ の ２ 教育

本校 の学科 専攻科の専攻

(1) 工学科

(2) 工学科

(3) 工学科

(4) 工学科

(5) 工学科

(6) 工学科

(7) 工学科

(8) 生 工学科

(9) 専攻科 システム工学専攻

(10) 専攻科 システム工学専攻

(11) 専攻科生産 工学専攻

(12) 専攻科 工学専攻

(13) 専攻科生 工学専攻

学科 専攻 学科 専攻 学 学科

専攻 学 の
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の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年 月２

の学 ２４年４月１

１ の学 ２４年１０月１ ２４年４月１

２ ２ 年度 生産システム工学専攻 入学 科 の

の の の

の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年４月１

１ の学 ２８年４月１

２ ２ 年度 入学 （専攻科 ） 科 の

の １ ２の の

科 「 」 の

の学 ２８年 月１

の学 ２ 年４月１

の学 ２ 年４月１

の学 ０年４月１

１

２
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別表

6

表 特

特別研究

特別研究Ⅱ 8 8

10 6 0

表

特

特

特

1

3

4

研究 1

特別 特別

107

別

別

研
究

8

14

1

3

4

1

103 07
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別表

1 1 1
Ⅱ 1 1 1

特別研究 4 4
特別研究Ⅱ 6 6

46 46

1
1
1 1

4
Ⅱ

研究 1
特別

138

1
1

研
究

別
別

4
6
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５ 生産システム工学専攻及び「生産システム工学」教育 ロ ム

の に関する 等

（１）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻の 科 の履修等

２２年２月１

２ 年 月４

２ 年 月１８

０年１月２４

（ ）

１ 熊本高等専門学校（ 「本校」 ）学 ０ ２ ４ ２

熊本高等専門学校「生産システム工学」教育プログラム履修

（ 「教育プログラム履修 」 ） １１ １２ き 本校

専攻科生産システム工学専攻（ 「専攻」 ）の 科 の履修 の

修 の

（ 科 の ）

２ 科 の １ の 科 ４ の学修

の 応 教育

学修等 の の

(1) １ １

(2) ０ １

(3) ４ １

２ の の の

１ ０

（履修 ）

専攻 科 の履修 年度 「 」

の 校

（ ）

４ 専攻の

２ 学

の の の 「 」 の

校 の 対

(1) （ の ）

(2) 引

(3) の 校

（ 教 ）

専攻の学生 専攻の 教 科 の履修 の の

（ の ）
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科 ４ の の の

２ の １の の

１

の

90 100

80 89

70 79

60 69

0 59

（ ）

専攻科の の 専攻科 の の

校

２ 年１ 学年 学生の

学年 き

（ の ）

８ 専攻科の の ２ の き ０

, 科 科 修 の

（修 ）

専攻科の修 の 専攻科 の 修 の

校

２ 修 年１ 学年 学生の

学年 き

（修 ）

１０ 修 の 科 の履修

(1) 学 科 履修

(2) ２ 修

(3) 「生産システム工学」教育プログラム履修 １０ 「生産システム工学」

教育プログラムの修 の 学 の学 の （ １ １ ） の

２ 修 修

専   攻 修 修

生産システム工学専攻 修 ４

１    ２
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（ ）

１１ の のの

の , ２２年４月１

の , ２ 年４月１ ２ 年度専攻科入学生

   

１ の , ０年４月１

２ ２ 年度 の入学 の

   

の , ０年４月１ の １

の ０年１月２４
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(２) 熊本高等専門学校「生産システム工学」教育プログラム履修

２２年２月１

２ 年２月１

２４年１０月１

２ 年２月１

２ 年 月４

０年１月２４

（ ）

１ の 熊本高等専門学校学 １ ２ の き, 熊本高等専門学

校（ 「本校」 ）の「生産システム工学」教育プログラム（ 「教育プログラ

ム」 ）

（ ）

２ 教育プログラム 本校の 「 専門

工学の 工学の 生

き

き 」 育

（学 教育 ）

教育プログラム の １ 学 教育

（学 教育 の 度 ）

４ 学 教育 の 度 ２の 度

対 科 の

（科 ）

教育プログラムの 科 本科 ４学年 学年 科 専

攻科 科 の 科学（ 学 ） 学

科学 工学 専門工学 の （ ン ム

学 き 科 ）

２ 科 科 の ２の 学 教育

科 の ４の

教育プログラムの学 教育 本 教育 （ 「JABEE」

）の １の（１） の の

（履修対 履修対 ）

教育プログラムの履修対 本科 ４学年 専攻科 ２学年 の４年

履修対 , の 学生

２ 履修対 , 履修対 学 １

（履修 ）

本校専攻科入学 専攻科「生産システム工学専攻」 入学 教育
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プログラムの履修生（ 「履修生」 ）

２ 履修生 専攻科修 １１ １ 教育プログラムの修 の

１ １ の修

（履修 修 の ）

８ 本校の本科 生 専攻科入学 の科 の 専攻科

入学手 き シラ ス等 き 専攻科 の

教育プログラム の 校 の

２ 本校の本科 生 の高等教育 修 の の高

等教育 修 入学生 入 修 の 専攻科

の 教育プログラム の 校

履修 修 の 等

（ の 学 ）

教育プログラムの の 教育プログラム の

校

２ 教育プログラム 年１ 学年 学生の

学年 き

教育プログラムの 等

（修 ）

１０ 教育プログラム 修 熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専

攻の 科 の履修等 １０ ２ １ ２ 修

の の

(1) 学 の学

(2) 教育プログラムの １２４ 修

(3) の き 学 の

(4) ン ンシ プ の の

(5) ２の科 の 学 科学 科 学 教育

２ １ １の 度 科 修

(6) ２の科 の 工学の 科 の 学 教育 ２の 度

（ 科 １科 科 修 ）

科 修

(7) ２の科 の専門工学４科 の 学 教育 ２ ２

４ １ ２ １の 度 科 修

(8) ２の科 の ム ン 学 き

科 の 学 教育 ４ ４ ４ ２ の 度

科 修

２ １ ４ の ン ンシ プの ン ンシ プ

の

（修 修 の ）

１１ １ 教育プログラムの修 の 専

攻科
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２ 教育プログラム修 の 教育プログラム修 の 校

教育プログラムの修 等

４ 校 教育プログラムの修 の修

（ ）

１２ の のの 教育プログラムの履修等

の ２２年４月１ ２２年度専攻科入学生

   

の ２ 年４月１ ２２年度専攻科入学生

の ２４年１０月１ ２４年度専攻科入学生

の ２ 年４月１ ２ 年度専攻科入学生

の ２ 年４月１ ２ 年度専攻科入学生

の ０年１月２４
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（ ） 本 および の ミュニケーシ ン能力を し、 的に活 できる技術者

本 による適 な文 現及び の ができる

２ で かれた技術文 の 要・要 がつかめる

３ の 文 要を くことができ， 資 などに を用いることができる

（２） に関する基本的技術および工学 の応用技術を身に付けた技術者

２ 技術を活用した計測技術を使い実 デー を することができる

２ ２

（３）

３ 学・自然科学の基礎知識を，専門分野の課 で活用することができる

３ ２ 多様な専門分野の関連性を し，多 的に えることができる

３ ３ 基礎知識を活用して工学的 を し， できる

３ 基礎的な実 技術を用いて，実 を 画・実 して の分 ・ ができる

（ ） 知 体の した人間性および社会性・ 性を身に付けた技術者

幅広い知識を身につけ，地 的視点から を えることができる

２ 文化を し， の多様性を 識することができる

３ 社会 加 の と関 をもつことができる

ルー での活動に 加し， の ンバーと して課 に り ことができる

（５） 広い視野と技術の り に対する を身に付け、社会 の貢献 識を持つ技術者

５ 科学技術に関する 的 について し，指 することができる

５ ２ 実 上の を し，技術的・ 的知識を適用することができる

（６） 知的 求 を持ち， けて 体的， 的に り ことができる技術者

６ 知的 と 求 を持って，幅広い分野の課 に り ことができる

６ ２

６ ３ や学習 を ・ して自 的・ 的に学習できる

学 習 ・ 教 育 目 標

「生産システム工学」教育 ロ ムの

多分野における技術の基礎となる知識と技能，及びその分野の専門技術に関する高度な知識
と能力を持ち，複 的な視点から を し、産業技術分野 の活用を実践できる技術者

したデー や情報を 的 を用いて分 し専門工学での に
ることができる

とする専門分野の知識，技術と情報を駆使して，社会の要求に応じた
の を 画，デザインすることができる
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２ 学習・教育 目標の 成度 基準（ 27年度対応 ）

JABEE
評 価

の

ニ

ン

技
術
者

1-1 
表

f

1-1,2,31-2 f

1-3 
研究
表 f

IC
T

技
術

学

の

技
術技

術
者 2-1 

ICT c
(d)-(2)

2-1

2-2 (d)-(2)
2-2 (2)

技
術
の

技

そ
の

の

技
術

技
術

の

技
術
者

3-1 c
3-1

3-2 2.1(1)

3-3 
(d)-(1)
(d)-(3)

c

3-3 (1)

3-4 評価
(d)-(2)

h
g

3-4 (2)

の

技
術
者

4-1 
A-1

a 
b 4-1,2,3

4-2 
価 a 

b

4-3 
i

4-3,4

4-4 
i

技
術

の
の

技
術
者

5-1 
b
a 5-1,2 (4)

5-2 
(d)-(4)

技
術
者

6-1 
(d)-(3)

e

6-1 (3)

6-2 

e
h

(d)-(4)
i

6-2

6-3 
研究 g

h
6-3
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学 教育 の 度 対 科 （ 27 年度対応 ） （生産システム工学専攻   ）    

学 教育
学 教育

JABEE
度 対 科

    本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者

1-1 
F-1 

本
の き

f （ ） （ ） （ ）
ス シ ン （ ）

（ ）
応 プロ （ ）

1-2 
F-2 

の
f

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

技術 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

応 プロ （ ）

1-3 
F-3 

の
き

き
f

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

技術 （ ）
卒業 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICT

き

c
(d)-(2)

応用 学（ ）
情報 ）
情報 （ ）

（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）
（ ）

プログラ ング（ ）

2-2 
B-2 

専門工
学 の

き

(d)-(2)
情報 （ ）
情報 （ ）
機械知能システム工学実 （ ）

（ ）
生産システム工学 （ ）

（ ）
（ ）

（ ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
能

力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技
術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学 科学の
専門 の

き
c

の 学（ ）
の応 （ ）

応用 学（ ）
応用物 （ ）
材 力学（ ）
力学（ ）
体力学（ ）

（ ）
応 （ ）

学（ ）
物性工学（ ）

（ ）

3-2 
C-1 

専門 の

き
2.1(1)

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

生 科学（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）

科学（ ）
生産システム （ ）
生産 ン （ ）

工学（ ）

3-3 
C-2 

工学
き

(d)-(1)
(d)-(3)

c

計測工学（ ）
電気 気学（ ）
機械力学（ ）
材 力学（ ）

力学（ ）
体力学（ ）

体現 （ ）
制御工学（ ）
マテ アル学（ ）
総合設計（ ）

（ ）
性加工（ ）

エ ル ー 工学（ ）
体力学（ ）

デジ ル信 （ ）
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

環境エ ル ー技術（ ）
機械 動学（ ）

システム（ ）
生体工学（ ）
ノテクノロジー（ ）

ソフトウェア工学 （ ）
（ ）

画 （ ）

（ ）
設計工学（ ）

体力学（ ）
動 （ ）
動 （ ）

高電 工学（ ）
物性工学（ ）
電 気現 （ ）

産 （ ）
（ ）

応 プロ （ ）
設計工学（ ）

エ ル ーシステム（ ）
機能材 （ ）
デジ ル制御（ ）
ン 工学（ ）

3-4 
C-3 

の
き

(d)-(2)
h
g

総合実習 （ ）
機械知能システム工学実 （ ）

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２

（ ）
生産システム工学 （ ）

（ ）
（ ）

応 プロ （ ）

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調

性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

き

a
b

（ ）

学（ ）
本 代 学（ ）

学（ ）
学（ ）

（ ）
（ ）

（ ）
の 学 （ ）

（ ）

4-2 
A-2 

の
き

a
b

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

4-3 
G-1 

の
き

i ン ンシ プ（ ）
進 ミ ー( )

（ ）
ン ンシ プ（ ）

ン （ ）
技術イン ーン（ ）

（ ）
イン ーンシ （ ）

技術イン ーン（ ）
（ ）

イン ーンシ （ ）

4-4 
G-2 

グ プ の
の ン

き

i ス 科学（ ）
ン ンシ プ（ ）

科学（ ）
ン ンシ プ（ ）

イン ーンシ （ ） イン ーンシ （ ）

広
い
視
野
と
技
術

の
あ
り
方
に
対
す

る
倫
理
観
を
身
に

付
け
、
社
会
の
貢
献

意
識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学

き

b
a

科学 代 （ ）
学（ ）

生産システム（ ）

（ ）
生 科学（ ）
科学 （ ）

産 （ ）
科学（ ）

生産システム （ ）

5-2 
D-2 

の

き

(d)-(4)
ン ンシ プ（ ）

（ ）
ン ンシ プ（ ）

（ ）
科学 （ ）
ン （ ）

イン ーンシ （ ）

産 （ ）
イン ーンシ （ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決
に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

の
き

(d)-(3)
e

総合実習 （ ）

総合設計（ ）
性加工（ ）

エ ル ー 工学（ ）
体力学（ ）

デジ ル信 （ ）
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

設計工学（ ）
体力学（ ）
動 （ ）
動 （ ）

高電 工学（ ）
電 気現 （ ）

（ ）
（ ）

技術イン ーン（ ）

産 （ ）
設計工学（ ）

エ ル ーシステム（ ）
ン 工学（ ）

プログラ ング（ ）

6-2 
C-4 

専門 の
の

応 の
ン き

e
h

(d)-(4)
i

機械設計 （ ）
総合実習 （ ）

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２

マテ アル学（ ）
生産システム（ ）

加工（ ）
構 計算力学（ ）
シーケンス制御（ ）
電気電子デバイス（ ）
デジ ル （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）

（ ）
応 プロ （ ）
機能材 （ ）
デジ ル制御（ ）

6-3 
E-2 

学
学 き

g
h

機械知能システム工学実 （ ）
工学 （ ） ２

工学 （ ） ２
（ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

１ シ の科 学科 専攻 科 ２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）
の科 科

修
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学 教育 の 度 対 科 （ 27年度対応 ） （生産システム工学専攻 ）    

学 教育
度 の

JABEE
度 対 科

    本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 
F-1 

本
の

き

f 研究 特別研究 特別研究Ⅱ

1-2 
F-2 

の
f

Ⅱ

1-3 
F-3 

の
き

き

f
研究

Ⅱ

特別研究Ⅱ

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お

よ
び
工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身

に
付
け
た
技
術
者

2-1 
B-3 

ICT

き

c
(d)-
(2)

学
工学

（ ）

（ ）

2-2 
B-2 

専
門工学 の

き

(d)-
(2)

工学
工学

工学
工学
研究

特別研究 特別研究Ⅱ

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持

た

技
術
者 3-1 

B-1 

学 科学の
専門 の

き

c 造 学

学

学 特別研究Ⅱ

3-2 
C-1 

専門 の

き

2.1(1) Ⅱ

工学

工学
工学

3-3 
C-2 

工学
き

(d)-
(1)
(d)-
(3)
c

造 学

システム

工学

学
学
工学

工学

造工学

工学

研究

  

工学 工学
シ グ

工学
システム

特別研究

造 学
学

工学
工学

特別研究Ⅱ

学
工学
工学

3-4 
C-3 

の き

(d)-
(2)
h
g

工学

IT

Ⅱ

工学

研究

工学
特別研究

特別研究Ⅱ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・

協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

き

a
b

（ ）

4-2 
A-2 

の

き

a
b

Ⅱ

4-3 
G-1 

の
き

i
研究 （ ）

特別
研究 （ ）

特別
Ⅱ（ ）

4-4 
G-2 

グ プ の
の ン

き

i
（ ） Ⅱ（ ）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ

り
方
に
対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
た
技
術
者

5-1 
D-1 

科学

き

b
a

工学

工学 （ ）

（ ）

工学 工学

5-2 
D-2 

の

き

(d)-
(4)

工
工

（ ）

（ ）

（ ）

Ⅱ（ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 の

き

(d)-
(3)
e

システム

工学

工学
工学
シ グ

工学
研究

研究

6-2 
C-4 

専門 の

の 応
の ン

き

e
h

(d)-
(4)
i

IT

Ⅱ

工学 工学
生工学
工
造

造
工

（ ）

工学
工学

学
（ ）

特別研究Ⅱ

工学
工学

6-3 
E-2 

学
学

き

g
h

工学

Ⅱ

工学

工学
研究 特別研究

特別研究Ⅱ

１ シ の科 学科 専攻 科   
２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）

の科 科
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学 教育 の 度 対 科 （ 27 年度対応 ） （生産システム工学専攻 生 学 ）     

学 教育
度 の

JABEE 度 対 科

本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 

F-1 

本

の き
f （ ）

（ ）
生 工学 （ ）
レ ンテーシ ン（ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

（ ）
応 プロ （ ）

1-2 

F-2 

の
f

（ ）
（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

応 プロ （ ）

1-3 

F-3 

の

き

き

f
（ ）
（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お
よ
び

工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身
に
付
け

た
技
術
者

2-1 

B-3 

ICT

き

c
(d)-(2) ）

応 学（ ）
（ ）

ロ ミン 応用（ ）

応 科学（ ）
応 学（ ）

情報通信技術（ ）

デー マイニン （ ）
計算機 ロ ミン （ ）

2-2 

B-2 

専門工

学 の

き

(d)-(2)

生 学 （ ）
（ ）

工 （ ）
( ）

（ ）
生 工学 （ ）
デー ース （ ）

( ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

自動制御技術（ ）
電子計測技術（ ）

（ ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関

す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持

た
技
術

者

3-1 

B-1 

学 科学の

専門 の

き

c

の 学（ ）
の応 （ ）

生 学（ ）
学（ ）

学 （ ）

応 学（ ）
応 （ ）

学 （ ）
レ ンテーシ ン（ ）
基礎（ ）

（ ）

応 （ ）
学 ）

（ ）

3-2 

C-1 

専門 の

き

2.1(1) 工 （ ）
科学（ ）
システム（ ）

学工学 （ ）

生 科学（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）
自動制御技術（ ）

科学（ ）
生産システム （ ）
生産 ン （ ）

工学（ ）

3-3 

C-2 

工学

き

(d)-(1)
(d)-(3)

c

生 学 （ ）
生 学（ ）

ンパ 学（ ）
学（ ）
学（ ）

学工学 （ ）

（ ）
工学 （ ）

生 工学（ ）
生 情報 （ ）
食品学 （ ）

機能工学（ ）

（ ）
分子 生物学（ ）
機化学（ ）
機 応化学（ ）

生物化学（ ）
電 気現 （ ）

産 （ ）
（ ）

応 プロ （ ）
工学 （ ）

応用生物化学（ ）
計算機 ロ ミン （ ）

3-4 

C-3 
の

き

(d)-(2)
h
g

（ ）
生 学 （ ）

（ ）
生 工学 （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調
性
を
身

に
付
け
た
技
術
者

4-1 

A-1 
き

a
b

（ ）
複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

本現代文学（ ） 文学（ ）
学（ ） 学（ ）

歴史と文化（ ）社会と （ ）
地域 （ ）

の 学 （ ）
文化 （ ）

4-2 

A-2 

の

き

a
b

（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

ス シ ン （ ）

文化 （ ）

4-3 

G-1 

の

き

i
科学 代 （ ）
イン ーンシ （ ）

（ ）

歴史と文化（ ）
イン ーンシ （ ）

エンジニア実践 ミ ー（ ）
イン ーンシ （ ）

技術イン ーン（ ）
実習 ミ ー（ ）

イン ーンシ （ ）
技術イン ーン（ ）
実習 ミ ー（ ）

4-4 

G-2 

グ プ の

の ン

き

i
ス 科学（ ）
イン ーンシ （（ ）
複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

科学（ ）
イン ーンシ （ ）

イン ーンシ （ ） イン ーンシ （ ）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ
り

方
に
対
す
る
倫
理
観
を
身

に
付
け
た
技
術
者

5-1 

D-1 

科学

き

b
a 科学 代 （ ）

学（ ） 生 学（ ）
科学（ ）

技術関連 （ ）

（ ）
生 科学（ ）
科学技術者と （ ）

産 （ ）
科学（ ）

5-2 

D-2 

の

き

(d)-(4)
イン ーンシ （ ）

社会と （ ） 生 学（ ）
工学（ ）

技術関連 （ ）
イン ーンシ （ ）

（ ）
科学技術者と （ ）
エンジニア実践 ミ ー（ ）
イン ーンシ （ ）

産 （ ）
イン ーンシ （ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
技
術
者

6-1 

E-1 
の

き

(d)-(3)
e

生 学（ ）
生 学 （ ）
生 学工学（ ）
ンパ 学（ ）

学（ ）
工 （ ）

生 情報 （ ）食品学 （ ）
応用生体分子（ ）医薬品工学 （ ）
分 技術（ ） 機能工学（ ）
応用食品学（ ）分 技術 （ ）
電子素子（ ）材 工学（ ）

基礎（ ） ロ ミン 応用（ ）
パ ーン 識（ ）
ソフトウェア工学 （ ）

（ ） 画 （ ）

分子 生物学（ ）
応用 生物学（ ）
生物化学（ ）
機化学（ ）
機 応化学（ ）

自動制御技術（ ）
電 気現 （ ）
情報通信技術（ ）
電子計測技術（ ）

技術イン ーン（ ）

産 （ ）
工学 （ ）

応用生物化学（ ）
環境分 化学（ ）
ロ ス化学（ ）

デー マイニン （ ）
計算機 ロ ミン （ ）

技術イン ーン（ ）

6-2 

C-4 

専門 の

の

応 の

ン き

e
h

(d)-(4)
i

生 学工学（ ）
学工学 （ ）

複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

工学 （ ） 生 工学（ ）
学工学 （ ）分 技術 （ ）

応用食品学（ ）医薬品工学 （ ）
材 工学（ ）分 技術（ ）

機能工学（ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

応用 生物学（ ）
成実践 ミ ー（ ）

（ ）
応 プロ （ ）
環境分 化学（ ）
ロ ス化学（ ）
工学 （ ）

6-3 

E-2 

学

学 き

g
h

生 学 （ ）
（ ）

（ ）
生 工学 （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

１ シ の科 学科 専攻 科   
２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）

の科 科
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別表

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ 研究 特別研究Ⅱ
特別研究

特別研究Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ 研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
特別 特別

研究 研究

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究

Ⅱ 特別研究Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

5

6-1

4

6

6-2

6-3

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2

3

3-1

3-2

3-3

3-4

2-1

2-2

2

1

1-1

1-2

1-3



− 35−

別表

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ

特別研究Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ 研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究

研究 特別

特別

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 研究

Ⅱ

特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ 研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

1/7

4

3/6

2/5

2/3

2

2/6

2/3

8/9

7/7

8/14

6/7

3

1

1-1

1-2

1-3

2-1

2-2

2

3/6

4/7

3/8

3/5

1/7

3

3-1

3-2

3-3

3-4

5

6-1

4

6
6-2

6-3

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2
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研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ
特別研究

Ⅱ

特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究 特別研究Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ
特別研究

Ⅱ

Ⅱ
研究

研究 特別
特別

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ 研究 研究

特別研究Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

研究 特別研究Ⅱ
特別研究

2

1

1-1

1-2

1-3

3-3

2-1

2-2

表

6-1

6

6-2

6-3

3

3-1

3-2



− 37−

１ 「生産システム工学」教育プログラムの学 教育

JABEE の学 教育 き （a〜i）の対応

対応 対応

(1) (2) (3) (4)
1-1
1-2
1-3
2-1
2-2
3-1
3-2
3-3
3-4
4-1
4-2
4-3
4-4
5-1
5-2
6-1
6-2
6-3

(6)

i
2.1(1)

1(2)(d)
c e f g ha b

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
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学 等 度
学 学

科

(本)         学科

(専) 生産システム工学専攻

テ （ 年 ）

年 度 テ

本 科 成 年度

卒業 のテーマ

指 教         

専攻科

成 年度

成 年度

のテーマ

指 教         

学

入

（年/月/ ）

/   /

(専攻科 1年 4月 )

/   /

(専攻科 2年 4月 )

/ /

(専攻科 2年 3月 )

   年度    年度    年度

本科 専攻科１年 専攻科２年 修

修 修

ン ンシ プ

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

TOEIC
点 点 点

学 の

学

（学 ）

専攻科での目標 専攻科 2 年での目標 ロ ム 時の 成度

教 入
（ 入 教

）

本 シ

本シートは，学 課に しています。本人に り ・ は 能ですが，持ち りは ま ん。

本シートは，学生 の本校での学習 ， 指 ，カ キュ ム ， 時の 資 として用い

ますが，それ の用 では使用しま ん（ 人の は ります）。

熊本高等専門学校
八代キャンパス専攻部会
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学 教育 の

自 点 「学習・教育 目標」について，５点 点で自 点 をして さい。  5 4  3 2  1

科目 各教育目標に対応する科目 から， した科目 を して さい。（科目は ）

年

本科 年

年

専攻科１年

年

専攻科２年 修
修

（ ）修 科 修 科 修 科

（１）

本

の

シ ン

き

本 による適 な文

現及び の がで

きる。

２ で かれた技術文

の 要・要 がつかめる。

３ の 文 要を く

ことができ， 資 などに

を用いることができる。

（２）

ICT 本

工

学 の応

２ １ ICT

き

２ ２

専

門工学 の

き

（ ）

の

の の専

門

高度

産

の

き

１ 学 科学の

専門 の

き

３ ２ 多様な専門分野の関連

性を し，多 的に えるこ

とができる。

３ ３ 基礎知識を活用して工

学的 を し， できる。

３ 基礎的な実 技術を用

いて，実 を 画・実 して

の分 ・ ができる。

（４）

の

幅広い知識を身につけ，

地 的視点から を えるこ

とができる。

２ 文化を し，

の多様性を 識することができ

る。

４ の

き

４ ４ グ プ の

の ン

き

（ ）

の 対

の

５ 科学技術に関する

的 について し，指 す

ることができる。

５ ２ 実 上の を し，

技術的・ 的知識を適用する

ことができる。

（ ）

き

１

の

き

２ 専門 の

の 応 の

ン

き

６ ３ や学習 を

・ して自 的・ 的に

学習できる。
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別

学

「学 成 ・ の 」 の しの受
成 年 受 整

5

基礎工学
設計システム系科目
生産システム設計， 生産デザイン
情報・ 系科目
応用情報科学

6 材 ・バイオ系科目
複合材 工学， 生 基礎科学
力学系科目
計算応用力学
社会技術系科目
環境科学， 環境分 技術， 地 環境科学

２に す 成度 基準を たして科目を している

 ２科目 分 の基礎工学の
５科目 の ち，学習・教育
目標３ ２の 成度 基準にし
めす要 （各科目 から なくと
も 科目を 科目 上 ）
を たして科目を しているこ
と

２に す 成度 基準を
たして科目を していること

２に す 成度 基準を たして科目を していない

4
イン ーンシ を し，実践
的な課 のための基礎力を身
につけること

イン ーンシ （ 動 ・ を き 間 上）
成 年 間
成 年 間 計 間

2
ロ ムの を ２

上 すること
生産システム工学教育 ロ ム成 における の

3
で自分の を でき

ること，学 での を目指すこ
と

学 課 成 年
成 年

学 成 年

1 学士の学 を すること

本校専攻科の を たすこ
と

成 年 の専攻科 定会 にて専攻科 に 要な
を していることを

27

工学専
生

ロ ム 要 要
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（ ）生産システム工学専攻 「生産システム工学」教育プログラムの

修  
成２２年２ ６ 制定

成２３年２ ５

成２５年２ ２

成２ 年２ ２

成３ 年 ２

（ ）

この 合 は，「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻の 業科目の 等に

関する （ 「専攻 」とい 。）及び「熊本高等専門学校「生産システム工学」

教育 ロ ム （ 「教育 ロ ム 」とい 。）」に基づき，生産シ

ステム工学専攻（ 「専攻」とい ）及び生産システム工学教育 ロ ムの 定（

「 定」とい 。） びに専攻及び生産システム工学教育 ロ ムの 定（

「 定」とい 。）に関し 要な を定める。

（ 定会 ）

２ 定会 及び教育 ロ ム 定会 は， 会 構成 をもって する。

２ に関する については， 教 により する。

（ の 定）

３ 専攻科目の は，専攻 に基づき 定する。

２ 教育 ロ ムの は，教育 ロ ム に基づき し， 点が６ 点

上で が ５ 上と められた科目について 定する。

３ が実 された科目については， 前に した科目に対する「生産システム

工学教育 ロ ム の に関する 」に って し，基準を たした科目につ

いては教育 ロ ム として 定するが，専攻 としては 定しない。

（ 定会 ）

定会 及び教育 ロ ム 定会 は， 会 構成 をもって する。

（ の 定）

５ の 定は，教育 ロ ム に定める「 」に基づき

の え 。

２ 「 」の 成， は専攻科 会において 。

３ ての 要 を たすことが された者について，専攻科 及び生産システム工学

教育 ロ ム と 定する。

教育 ロ ム の 程に基づき，学士の学 の （

）の たされていない場合，専攻科 ，教育 ロ ム と 定する。

５ 前２ の 定にかか ら ，上 専攻科及び教育 ロ ム 定に 要とされる要
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の で， 情等の で 機関の成 が できなかったものに り，専攻科

会が指定する までに できた場合は，校 は専攻科及び教育 ロ ムの を

加 定できる。

６ 上 については「 年」と 定する。

（ 要 の ）

６ 定会 において，学 ３に る科目を し，専攻 ２に

る を していることを する。

２ 教育 ロ ム 定会 において， により教育 ロ ム

の各 に る 要 を する。

３ 専攻科 会において の 付け資 を する。 に 要な資 は のとお

りで る。

「学 成 ・ の 」 の （ 立 人 学 ・学 機構の を

受けた者の ）

生産システム工学教育 ロ ム成

会資 ，学 報

イン ーンシ 報 ， 会資 ，

学生

学習等 成度

   

この 合 は， 成２２年 から する。

この 合 は， 成２３年 から する。

この 合 は， 成２５年 から し， 成２ 年度専攻科 学生から適用す

る。 

この 合 は， 成２ 年 から する。 

この 合 は， 成３ 年 ２ から する。
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（４）履修 修 科 対 「生産システム工学」教育プログラム の

 
成２ 年２ 制定

（ ）

「生産システム工学」教育 ロ ム（ 「教育 ロ ムとい 」） ，２年（本

科 年及び５年）に する 間 に学生が する科目について れる，教育 ロ

ム科目の （ ）について定める。

（ の実 ）

２ は，教育 ロ ムの 科目の を する専攻科及び本科の学生に対

して実 する。

２ は， の場合について ことができる。

(a) 教育 ロ ムに られた科目 に する科目で教育 ロ ムの合 基準６

   点と なる合 基準で した科目を本校の ロ ム として める場合

(b) 学習・教育 目標の 成度 において，J A B E E 基準の対応に の る  
 科目を，シ バス等により 等と できる本校の教育 ロ ムに られた科

目として の対 とする場合

３ は，学科会 の を て実 の を 定する。

を 科目は， ての教育 ロ ム科目（ ， 習，実 実習など）とする。

５ の は，３ までとする。

６ 教科 教 は， しも 学生が受 したときの 教 でなくてもよい。

（ の ）

３ についての はレ ートに加え， るいは を実 し，それぞ

れ６ 点 上の をもって合 とする。

２ 習，実 実習等についての は，シ バスより実 および合 基準に 等性が

められる場合，合 とする。 要に応じて 習，実 は実習を実 し，レ ートまたは

において６ 点 上の をもって合 する。

３ 学習 時間を たさない場合は， 分の を実 する。

（ 報 ）

を実 した 教 は， 報 を 成し，学科会 の を て，学 課

学 に する。

２ 報 には合 を し，レ ート，（シ バス）， または 等の

要な各資 を えるものとする。

（ の 定）

５ された 報 に基づいて，専攻科 会及び教育 ロ ム 定会 に

おいて 定を する。

２ の ，教育 ロ ム として された科目は，校 が 定する。

この いは， 成２ 年 から する。
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（ ）熊本高等専門学校八代キャンパス ン ンシ プ

成２２年２ ６ 制定

（ ・目的）

この要 は，熊本高等専門学校八代キャンパスの学生 人 人の ， 業 を育て

るキャ ア教育の 環として実 するイン ーンシ （校 実習をいい， 「実習」

とい 。）について 要な を定める。

２ 前 の実習は， 学 に産業 及び 機関等において，自らの専攻 は のキャ ア

に関連した 業体 を ことを目的とする。

（実習時 等）

２ 実習は， として本科の 学年， ５学年 は専攻科 において 。

２ 実習の時 は， として 業 間 とし， 間は５ 上とする。

（ ）

３ 実習に要する は， として実習に 加する学生の とする。

（計画）

実習は，各学科 は専攻 が計画し，校 の を て ものとする。

２ 実習計画に関しては，教 会，専攻科 会及びキャ ア開 が 業 を も

のとする。

（実 ）

５ 各学科及び専攻に，実習 教 を置く。

２ 実習 教 は，学科 は専攻 の指 を受け，実習に関連する業 を ものとする。

（実習 の災 等）

６ 実習 に災 等の が った場合は，実習 教 は，校 及び学科 は専攻 に

報 するものとする。

２ 実習 教 は， 学科 は専攻 と の え， 要な 置を るものとする。

（ 等）

実習 教 は，実習を した学生に に る を さ るものとする。

(1) イン ーンシ （ 様 ）

(2) 実習報 （ 様 ２）

２ 実習を した学生は，実習の報 会を ものとする。

（ 定）

学科 は専攻 は， 各 及び ２ により を い，校 に報 する

ものとする。

２ 校 は，合 と された実習については，本科学生はイン ーンシ ，専攻学生はイ

ン ーンシ ・ の として 定する。

（「生産システム工学」教育 ロ ムの 要 ）

「生産システム工学」教育 ロ ムの 要 として 要な実習 間は， 動 及び

業 を き，の 間 上とする。

（ ）

実習に関する は，学 課学 において する。

（ ）

この要 に定めるものの か，実習に関し 要な は， に定める。

   

この要 は， 成２２年 から する。

この要 は， 成２６年 ２２ から し， 成２６年 から適用する。
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別

学 生          科 専攻   年   

        Tel          Fax           

               

年 月 年 月 （ ）

                           （ ）

テ

のテ

( 等)

学生の

の

工学の 学 の 本
5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

の
5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

き  5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

の 5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

の  5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

の    年 月

                   

（ ）                  
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別

熊本高等専門学校八代キャンパス

ン ンシ プ

       科 専攻

学 年    年   ス    

１ の 等

２

テ

年 月

年 月 （ ）

 / 

 / 

 / 

 / 

 / 

 / 

の

４ ン ンシ プ 学

き

学

の生 学 の

（ ）学生 は，実習 後に本 を 成し， してください。

（２）本報 は， 年度の 年生に 本として 開します。

 
 



− 47−

６ 教 （ 等）

（１） き

本校専攻科は，高等専門学校の専門課程における教育の基礎の上に， な程度に

おいて，工業に関する高度な専門的知識及び技術を教 し，広く産業の 展に

する人材の育成を目的としています。 成２ 年 に熊本電 高専と八代高専

が熊本高専に高度化 されたのに い，専攻科は電子情報システム工学専攻と生産

システム工学専攻の２専攻からなる熊本高専専攻科に統合されています。

高専の学科は学年制ですが，専攻科は 学と じ 制で る点が学科とは きく

なりますので が 要です。このため， 業科目の 計画に たって， な

点や 点は各教 及び学 課にた たり するなどして， に を して

ください。

なお，生産システム工学専攻に関する 等については，「５ 生産システム工

学専攻および「生産システム工学」教育 ロ ムの に関する 等」が適用さ

れ，ここで するものの は，熊本高専学科の 定等が準用されることに し

てください。

（２）修 年 修 の の修 等

専攻科の 業年 は２年です。ただし 年を えて 学することはできま ん。

（学 58 ）

また， 学 間は通算して２年を えることができま ん。なお， 学の 間は上

の 業年 及び 学 間には算 されま ん。（学 63 ）

専攻科を するためには，２年 上 学して，６２ を しなけれ なりま

ん。（学 64 ）

その は のとおりです。（「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻

の 科 の履修等 （ 「履修 」 ） ２ ２）

専   攻 に 要な

生産システム工学専攻 ６

６     計 ６２

（ ） 科

専攻の 業科目（教養科目，各専攻の専門科目）及び は，教育課程の各

（ )に すとおりです。

業は， ， 習，実 ・実習のい れか はこれらの 用により れますが，

の 時間は，教 及び教 を て ５時間とし， の基準により計算さ

れます。

（履修 ２ ）

） については， ５ 時間をもって とする。
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この場合， 時間の に対して，教 における２時間の学習が 要で る

ことが 慮されています。

２）実習， 習については，３ 時間をもって とする。

この場合，２時間の 習に対して，教 における 時間の学習が 要で るこ

   とが 慮されています。

３）実 については， ５ 時間をもって とする。

実 ・実習は，実 ，実習 等で な れるので，教 における学習は

慮されま ん。

なお， 時間は標準５ 分です。

（４）履修科 の

業科目の に たっては，学 （前 ・後 ） の 定の までに 受

を学 課学 してください。

（ ） の

定 は， として前 及び学年 に れますが， 業科目によっては，

の はレ ート等をもって定 に代える場合が ります。なお，各学

の の実 間及び 時間 等については，その都度 により通知します。

成 の は， の成 ， の成 ， 等を総合して れ， の

点 は標 で されます。

        

評価 評 評

評  100 90 89 80 79 70 69 60 59 0

評
S  A B C D  

    

        

合 した科目については， 定の が えられます。

なお， に した の り し及び成 の はできま ん。

（ ）

気， き，その や を ない で を受 できなかった場合は，

業科目 教 の を た えで 受 を学 課学 すること

で， を受けることができます。

（ ）

課時 の り いに関しては， の通りとします。

） 業に しなかった場合は，時間 とに 課とします。

２）成 は実 時 の ５ 上の をもって 定します。ただし，実 時 の
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３を えて した科目の成 は 定しま ん。

３） 課の ち， の各 の に するもので，実 時 の ５を え ３

の 時 分は を受 することができます。

(ア) 学 29 による

(イ) （学生準 14 による。）

(ウ) 災 は 等による 通

(エ) 進 に関する

(オ) 文化活動，体育活動として，学校 は 的 体を代 しての 加

(カ) その 校 が 要と めたもの

）学 54 に基づく 課については，専攻科 会に り， の を受け

た科目を受 することができます。

５） を実 した場合， 教 は 報 を します。

（８） 履修

し なかった 業科目の ち する 要の る 業科目は， として 年

度に することになります。 する場合も，前 の 科目の によって

めて受 の きを ってください。（(4) 科目の を ）

ただし， 業科目 教 が めた場合に り， を して 等によ

り 定することが ります。

（ ） ャ 学（ 学 ）の科 履修

業 間 に の高専で実 している マーレク ャーで した や

定を した 学（熊本 学工学 ）および 学で した は

実習 ミ ー（学 ）として２ を上 として に めることが

能です。

上 の科目を する者は， を する高専・ 学に対して 定の き

をとり， を することができます。

）受 科目

受 する科目は， マーレク ャー， 学（ 学を ）で開 されている科

目の から自 に できますが，学 機構の定める要 を たすよ に し

てください。

２） の 定

学（ 学を ）で し した は， 学等における学 定

（学 課学 求する）を校 に し 定の を て，専攻科にお

ける 業科目の と なして， の が 定されます。

なお， 学・高専の科目を する場合は， 前に専攻科 に してくださ

い。

３）受 き

(ア) マーレク ャー

開 されるテーマの から受 するものを し，学 課学 を通して開 す
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る高専に し ます。

(イ) 熊本 学工学

年度 に専攻科 ，学 課学 と し， きを ってください。

(ウ) 学

学の科目を受 するためには， 学 の 学 きと受 科目の

科目 （ 学 の受 については２ ，２学 の受 については ）

が 要で， 要 は のとおりです。

学 （ 科 生）   ，

（科目 生） ，

業 （ たり） ５，５

（１０）学

学 は「 学 ・学 機構」とい によって えられます。学

の としては２つの が り，これまでは「(a)学 成 の と

による 」でしたが， 成２ 年度から「(b) 定 置による 」での

に しています。ただし，学 の専門分野によっては，(a)の に

場合も りますので， の で しておくよ にして さい。それぞ

れの については，時 を て イ ンスを 定にしていますが，「 学

・学 機構の ーム ージでも しておくよ にして さい。

(a) 学 成 の と による （ 成２６年度まで）

学士の学 の を受けよ とする者は，学 ６ の 定に基

づく学士の学 の に関する （ 成 ６年 ）に基づき，「 学

学 機構」の定める様 に って，学 成 （レ ート）等の 要

を 10 上 に「 学 ・学 機構」に し，「 学 ・学

機構」の 学 成 （レ ート）の 及び に合 することが 要です。

及び に合 した学生には「 学 ・学 機構」より学士の

が されます。学 成 の を して さい。

学 要 の や に 要な については，専攻科学生 に す

とともに， イ ンスを実 していますが， 等が れ いつでも 慮

なく専攻科 に い合 て さい。

高等専門学校卒業者

学 機構の 定する高専専攻科において， の を している者

イ ２年 上に たり，６２ 上を していること。

ロ 専門の科目を体系的に していること。

（ 本校のカ キュ ムは，専門の科目を体系的に できます。）

学 機構の 学 成 （レ ート）の 及び に合 すること。

学 に 要な の （ しい学士 の 成２３年度

）

（ ）学

（２）卒業 （本科）（基礎資 を する者で る の ）
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（３）

     （ した機関 に 成したもの）

（ ）学 成 のレ ート及び要 （ は「学士 の 」に されて

います）

（５） の し は

（６）受 ，

（ ）その ・ ， 定 通知用 ，受

付用

学 成 のレ ートおよび学 の については， 年２ に

本人 に文 で通知されます。学 の 教育プログラムの修

の 専攻科 教 （

） して さい。

(b) 置による

生産システム工学専攻のカ キュ ムは，「機械工学・電気電子工学・土木工

学・建築学・生物工学・応用化学」の各専門工学について，学 ６

の 定に基づく学士の学 の に る に関する （ 成２６年

）に基づく に合 しており， 定の の と学 総まとめ科目

（ ）の合 により，学 機構からの学 が されることにな

りました。この においては，いくつかの が りますが，それらについ

ては イ ンス時に します。また，スケジュールとしては， のよ にな

っています。

専攻科２年 「学 総まとめ科目の 計画」 か，各

          ２ 「学 総まとめ科目の成 の要 」 か，各

に をす き点は，専門科目の です。 の イ ンス時に

計画を する に するよ にして さい。
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学生生活

（１） 熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生

成２２年２ ６ 制定

成２５年２ ２

総

（ ）

学生は，学 ，学生準 ，学生 その の を し，本校学生としての本

分を するよ に に がけなけれ ならない。

２ 及び 人

（ ）

２ 学を された者は， 定の までに を校 に しなけれ ならな

い。

（ 人）

３ 人は 立の生計を 成年者で， の各 に しない者でなけれ ならな

い。

（1） 上の に られた者

（2） 産者でいまだ しない者

（3）成年 後 人及び 人

( 人の )

人の に を生じたときは，す やかに 人 を校 に け な

けれ ならない。

（ 人の ）

５ 人の ・ は を生じたときは， たに 人を定めて 人

を校 に け なけれ ならない。 人が を した場合も 様 により

校 に け るものとする。

３ 学生

（学生 の ）

６ 学生は，専攻 学年の めに学生 の 付を受け、 時 し，本校教 ，

， ， 年 関 者等の 求が ったときは，いつでもこれを し

なけれ ならない。

（ ）

学生 は，その 間を したとき は ・ 学するときは， ちに校

に しなけれ ならない。

（ 付）

学生 を し は したときは，す やかに を え，校 に け

て 付を受けなけれ ならない。
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（ 等の ）

学生 は 人に は してはならない。

学， 学， 等

（ 学）

学生は， その の により， き き ５ 上 学することのできな

いときは， 学 を専攻の 教 を て校 に 学を い て，その を受けなけ

れ ならない。

２ 前 により 学を する場合は， 学 に の を 付しなけれ ならない。

（1） のために 養を要する場合は，医 の は

（2） の教育 設において 学する場合は，受 れ先機関等の

（3） 的な において 学する場合は， 情を する

（4）学生が自 的に社会に貢献する活動に 加する場合は，活動 体等の する

（5）その ， 学上 に校 の を る 要が る場合には， ，専攻の 教

の 及び 者等の 等

（ 学）

学した者が， 学の がなくなったことにより 学しよ とするときは，

学 を専攻の 教 を て校 に い て，その を受けなけれ ならない。こ

の場合 により 学していた者は，医 の を えなけれ ならない。

（ 学）

２ 学生が 学しよ とするときは， 学 を専攻の 教 を て校 に い

て，その を受けなけれ ならない。

（ ・ 等）

３ 学生が を したときは，す やかに を専攻の 教 を て

校 に け なけれ ならない。

２ 学生は の 動が ったときは， 本を えて学生身上 動 を専攻の 教

を て校 に け なけれ ならない。

（ ）

の に するときは， を専攻の 教 を て校 に い て，

その を受けなけれ ならない。

２ の 間は， のとおりとする。

（1） の 等（ 等）                

（2） の２ 等（ ・ ・ 等）        ３

（3） の３ 等（ ・ 等）        

（4）配 者                       

（5） の 等（ るいは の 等）        ３

（6） の２ 等（ るいは の ・ ・ 等）

５ 等

（ ）

５ 学生は 校時には制 を 用しなけれ ならない。ただし， ・５年生及び専

攻科生については，制 の の 用を めるものとする。
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２ については，本校学生としての品 を な ないよ に しなけれ ならない。

    ６ 及び

（ ）

６ 学生は， に 生に し 持に努め，定 は 時の を受けな

けれ ならない。

（ 療の ）

校 は， 要に応じて，学生に 療を ることが る。

（災 防 ）

学生は に に し， 災および 通 の災 防 に努めなけれ な

らない。

学生会等

（学生 体 成）

学生が，本校の学生をもって会 とする 体を 成しよ とするときは，指

教 を定め，学生 体 成 に 体の びに指 教 及び会 の を え，代

者２ 上の の え，専攻 、学生 を て校 に して，その を受けな

けれ ならない。

（学生 体の ）

２ 前 の 体の が本校の目的に すると められるときは，校 がその

を ることが る。

（校 体加 )

２ 学生が，校 体の 活動に 加しよ とするときは，校 体加 に

校 体の目的， 及び役 に関する を した文 を え の え，専攻

，学生 を て校 に して，その を受けなけれ ならない。なお， 年

上に たるときは 年 とに めて 様 により を さなけれ ならない。

（校 体加 り し）

２２ 前 の校 体の が，本校の目的に すると められるときは，校 は

その を り すことが る。

物の ・配 及び

（ 物の ・配付及び ）

２３ 学生が，校 は校 において ， ，パンフレ トその の 物を

または配 るいは しよ とするときは， 物の は現物を え 前

に 物 ・配付及び により，専攻 ，学生 に い て校 の を受け

なけれ ならない。

・

（ ・ ）

２ 学生が，校 において ， ス ー を しよ とするときは，

に 物を え，専攻 ，学生 の を受けなけれ ならない。なお，校
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においては指定した場 に しなけれ ならない。

２ の場合も前 に準 る。

３ この 定に ない 物は，学生 の指 により する。

設，設備の使用

（ 設・物品等の使用）

２５ 学生及びその 体が，本校の 設・設備備品を使用しよ とするときは， 設

・設備・備品等使用 を専攻 を て，校 に して，その を受けなけれ なら

ない。ただし， その使用を められた 設・設備備品については，この りではな

い。

この準 は， 成２２年 から する。

この準 は， 成２５年 から する。

（２）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生

はじめに

この は，本専攻学生がよくその本分を 識し，専攻科２年間の学生生活を

に るための指 を すもので る。

学生は，学 ，学生準 その の を すると に，よくこの を し，

， 等に ， すること。また， 学 は，つ に本校学生としての自

と りをもって 動し，自 ・自立 を養い，豊かな知識と教養を身につけ， 身

に な人 成に努力されたい。

２

（1） 学生は， いの人 を んじ， の立場をよく ， し， 人間に っては，

に と の をもって すること。

（2） 学生は， に しく， る生活を け， ら る機会を 用して，

的に 身の と の 進に努めること。

（3） 学生は， 実した な生活を るため， に目標を持ち， ， 求 を

い，学習や課 活動等に 的に り こと。

（4） 学生は，自ら進んで， 等での や学習を い，幅広い知識や教養を身につ

けると に，自 ，自 に努めること。

３ 校

（1） をもって 校し， 業時 に れないよ に すること。

（ くとも 業 10分前までの 校を けること。）

（2） に教 の 化に け， ミは， 定の ミ に れるか，各自持ち るこ

と。
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（3） の多 に関 なく，学生間での の をしないこと。

（4） 校 では，高 ， 等 に を及 す を こと。

（1） ，教 ，目上に対しては， しく し， を することのないよ け

ること。

（2） 学生間においても， いに しく，学生らしい 度， 動を けること。

５

（1） 校 ，校 を ， に本校学生としての品 を ち，いやしくも学校の体 を

すよ な をしないこと。

（2） 性間の には に し， 人から を受けないよ けること。

（3） 学生は ， について ，校 においてはしないこと。

（4） 学生は，パ ン ，マージャン ， ンス ール等 業を っている 設

るいはその の成人 け 設等 は， りに りしないこと。

６

（ ）

生の

（1） アパート・ 等での生活は になりやすいので， に しい生活を

け， 人や さん等に を けないよ ， 分 すること。

（2） の整 ・整 ， を し， に に つよ けること。

（3） 電気 具等の り いには 分 し， に災 防 に けておくこと。

（4） 人を に れる時は， さんの を ること。また， 人と くまで

ームをしたり， 等， の人に を ける は， に こと。

（5） 者との連 を にし， する場合は， ， さんや 者にその 連

しておくこと。

（6） の学習時間をできるだけ多く すると に，目標を立てて 学に こと。

（7） アパート・ 等を した場合は， やかに，専攻の 教 を て学生生活

け ること。

アルバイト

（1） アルバイトを に たっては，学業や 身の に をきたさないよ に，

や 環境等について， 前によく しておくこと。

（2） のよ なアルバイトは ましくない。

両の ，高 での 業，高電 や 物の り い等， を もの。

 ャン ル場，バー，マージャン ，パ ン 等，教育上 ましくないとこ

でのもの。

薬， 薬等，人体に な薬品を もの。

に及 業のもの。
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両の使用

（ ）

（ ） 専攻科生については，「熊本高等専門学校専攻科生産システム専攻学生の

両による通学に関する 」を適用

10.

（ ）

11 物の い

（1） 物は， んなが使用するもので るので， に り こと。また， 等

にもよく けて使用すること。

（2） 設・設備等を は した場合は， やかに校 ・校具 を学生

して， 要な指 を受けること。

（3） 教具等を使用する場合は， 前に， 教 等の を ること。

（4） 子ロ カーは，学生 で するので， 者は，学生 し ること。

   なお， 子ロ カーはオー ン とする。 されたロ カーは， に使用し，

に さ たり， 生にならないよ して使用すること。

12 ク 活動

（ ）

13

学生 の通知等は， で ので， 校の は， を ること。

14 き

学生準 やその の 定に定められている き等は， 「 き 」の

とおりで る。 に れたり， れたりすることのないことは ，各 きに関す

る に って， からよく しておくこと。

手 き

付を受けるもの

    時 備    

学 生 専攻科 年 学

学 要 時 要 の３ 前までに し こと

成

学 学生

通学

（ ） のものは， め「 付 」を の して， 付を受けること。

２ をするもの
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    時 備      

人 時 学 専攻の 教 を すること

人

学生身上 動

間前 学生

校 ・校具 その都度

学 生 進 学 学 時

学 生 動 その都度

３ をするもの

    時 備     

学生 その都度 学 専攻の 教 を すること

学

学

学

 受 指定

 定

 受

 受

業 ・
指定 学生

動機付自

通学使用
専攻の 教 を すること

通学用自 使用 その都度

 通学用自動 使用 指定 学

学生 体 成 その都度 学生

校 体加

会・ 間前

設・設備等使用 ３ 前

物 ・配 及び

対 合等

学 指定

専攻の 教 を すること

その都度
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（ ）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生の 学

成２２年２ ６ 制定

成２５年２ ２

成２ 年３

（目的）

この は，学生の 通 及び 通 を防 し， て

の と 通 の高 を るとともに，学生生活を することを目的とする。

（ ）

２ 通学に使用できるものは， 動機付自 （ 「 付」とい 。），自

及び 自動 に る。

２ 付については， に る を たさなけれ ならない。

( 1 ) 総 気 は5 0 で ること。 
( 2 ) 本校からの が３ 上で ること。 
( 3 ) 自動 （対人・対物 に 制 ）に加 していること。 
( 4 ) を すること。

( 5 ) 年度 に ・ 歴がないこと。 
( 6 ) 通 ・校 を り、学校で められた 習会に する が

ること。 
( 7 ) マフ ーを していないこと。 

３ 自 については， を のとおりする。 
（1）２ ロ クをすること。

（2） 時はレイン ート等を 用し、 さし はしないこと。

（3）自 に加 していること。

自動 については， に る を たさなけれ ならない。

（1）自動 （対人・対物 に 制 ）に加 していること。

（2）本校から が km 上で ること。

 (3) を すること。

（ ）

３ 付，自 及び 自動 を通学に使用する者は， 者が連 した

様 ， ２ 様 は ３ 様 による を学 に し，

校 の を なけれ ならない。

２ 付及び自 の使用を した場合は， 付及び自 の使用 を

するステ カーを 付する。また， 自動 の使用を した場合は，

自動 の使用 を する を 付する。

３ ステ カーの は， 付についではその年度 り，自 については，

された者の 学 間とする。また， 自動 の は でその年度 り

とし， ス ースの 情により することが る。

ステ カーは， された 付 は自 の後 よけに 付しなけれ ならな

い。また， は校 自動 の シュ ードの上に置くよ に
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しなけれ ならない。

５ ステ カー は を は した場合は， やかに学 に け

なけれ ならない。

（ ）

本校学生は， 付，自 及び 自動 の使用に して， 通 を

する か， の を らなけれ ならない。

（1） 付については， ル トを 用しなけれ ならない。

（2）校 に するときは， 定の 場に し， しなけれ ならない。

（3） された 付，自 及び 自動 を 人に使用さ てはならない。

（4）校 を するときは，校 域を り， しなけれ ならない。

（5）学校 の 上及びこれに した 地に してはならない。

 (6) りでの 校は しない。

（ ）

５ を受けた者が， ３ は の 定に したときは，使用 を

り すことが る。

（ ）

６ 学生が， 通 に したとき， は 通 に関 したときは， やか

に専攻科 教 に け なけれ ならない。

学生は， ２ の 定により を受けた 付，自 及び 自動 の使

用をやめるとき， は にかかる を したときは， やかに学 に け

なけれ ならない。

   

この は， 成２２年 から する。

この は， 成２５年 から する。

この は， 成２ 年 から する。



− 61−

１

年度 学

年 月

熊本高等専門学校

学 科
工学科

工学専攻
学 年

         

年

（ ）

（ ）

学 （ ）

の 学 の

校 の 学校

生 の

の 学

ン

（ 入）

     

（ ）

（本 の ）
（       ）

（ 入 ）

の 学 入

ステ
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３ 様

                      

専攻科通学用自動 使用

                            成 年

熊本高等専門学校

                               専攻 年

                                    （ ）         （ ）

                                   現     

                                   者 （ ）

                                   専攻科 教 （ ）

のとおり自動 で通学したいので， 者連 の上 をお いします。 を受けた後は

通 を り，かつ，校 や に することのないよ います。

また， が 生した場合は， 者において の を ことを います。

及 び         

ン バ ー         体      

者         本人との

通 学 間      （ ） から    高専 まで（      km）

自 間

間         

        成   年    まで

        成   年 まで

（ ）

（ ） に した者は， を り すことが る。

        使用 は， 年度 するものとする。

              及び自 びに の ーを 付すること。

        を 付すること。

りでの 校は しない。



− 63−

（４）熊本高等専門学校学生

（ ）

１ 熊本高等専門学校学 の 本校学生

の の

（ の 等 対 ）

２ の の

（ の手 き）

の 教 学生 の キャンパス の

校

（ の ）

４ 等 学生

（ の ）

の のの の

の ２２年４月１ ２１年度 の 校生

の

の ２ 年 月２ ２ 年４月１

の ２ 年２月１

    

（ ）                                                   

基 準 時 備

の成 が で、かつ人物、
生活 度等が な者の ち、 と
して専攻科 生の ち、各専攻から

３

専攻科

品

ア に定める資 及び 定・ 定
等の合 者、 はこれに準 る者

イ 学会等で れた を った者 指 教

ウ 校 テスト（定 、 間
を く。）等で と められ

た者

業科目
教

エ 学術的な ンクール等において、
会で 上、 会で

な成 を めた者

指 教
は
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（ ）熊本高等専門学校八代キャンパス プ

（ ）

熊本高等専門学校 産 の 定に基づき，熊本高等専門学

校 ール（ 「 ール」とい 。）の使用に関し， 要な を定めるもの

とする。

（使用 ）

２ ールは， の各 に る場合に使用することができる。

（1） 課の 業

（2）本校 のク 活動

（3）学校

（4） の学生及び教 が使用する場合

（5）その 校 が に 要と めた場合

（使用 間等）

３ ールの使用 間及び使用時間は のとおりとする。ただし， 課の 業と

して使用する場合はこの りでない。

   使用 間 ５ から 30 まで

   ２ 使用時間 10 時から 19 時まで

（使用 ）

ールの使用（ 課の 業として使用する場合を く。）を する者は，

使用 者を定め，使用 （ 様 ）を３ 前までに学生 に し，校

の を受けなけれ ならない。

（ の受け し）

５ 使用 を受けた使用 者は，学生 で を受 り，使用後は に

しなけれ ならない。ただし，土・ ， 及び 時間 の場合は， 前に

学生 で を受け ることとする。

（ ）

６ ールを使用する者は， の を しなけれ ならない。

（1） （ 人）での使用はしないこと。

（2） ール に土 で 場しないこと。

（3） ールの使用前には で 身を 後，シャ ーで をよく とし，

体を に らすこと。

（4）準備 動を 分 こと。

（5） ール イドで けたり， な をしないこと。

（6） ール に 食物を持ち まないこと。

（7） 学生と 学生が 時に ールを使用する場合は， 学生は 学

生の指 に こと。

（8） ール で が 生した場合は， ちに 機の 置をとるとともに，学生

に報 し，その指 に こと。

（9）使用後は ール イド等の をし， りを に こと。
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（使用の ）

の各 の に する者は ールの使用を する。

（1） 性 の る者及び医 の により を じられた者。

（2）この その 教 等の指 に ない者。

（ の ）

は な により ール及び付 設備等を した者は，これを

に し， は に 要な 用を しなけれ ならない。

（ ）

ールの使用に関する は，学生 において する。

   

この要 は， 成２２年 から する。

 
ール使用  

 
成 年  

熊本高等専門学校  

 

使用 者 

（学 生）        工学科 学年 

（教 ）       科・  

（ ） 

 

のとおり ールを使用したいので、 くださるよ お いします。 

なお使用については「熊本高等専門学校八代キャンパス ール使用要 」に います。 

使用者  

 

２ 使用 間 自 （ ） 時 分から 時 分まで 
（ ） 時 分から 時 分まで
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（ ） 立 人 立高等専門学校機構における 業 等の 及び の

いに関する

立 人 立高等専門学校機構

制定 成２ 年 ３

成２ 年 ３ ２

成２ 年 ３

成２ 年 ６ ２３

目

総 （ ３ ）

２ 業 の （ ）

３ 学 の （ ）

の （ ２ ）

５ 業 及び 学 の （ ３ ５ ）

６ （ ６ ）

総

（ ）

この は， 立 人 立高等専門学校機構における 業 その の 用

に関する （機構 ３５ ） ２ ２ の 定に基づき， 立 人

立高等専門学校機構（ 「機構」とい 。）が設置する高等専門学校（ 「学

校」とい 。）における 業 ， 学 及び の びに 業 及び 学

の ( 「 業 等」とい 。)の いについて定める。

（適用 ）

２ 機構における 業 等は， に の定めが る場合を く か，この

の定めるとこ による。

２ 業 等は，学校の学科及び専攻科の学生（ 生， 生及び科目等 生

を く。）（ 「学生」とい 。） びに学科 は専攻科に 学する者（ 生，

生及び科目等 生を く。）（ 「学生」とい 。）を対 とする。

( 定 間 の の )

３ 業 等の に ， が 定されるまでの間は，その

に る 業 ， 学 は の を する。

２ 前 に基づき，前 に って 業 の が められている場合は、後 の

まで き き を めることができることとする。

３ 業 に てることを目的とした 等が 等から される場合の 業 の

については， に定める。
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２ 業 の

（ 的 による場合）

的 によって 業 の 付が で り，かつ，学業 と められる

者については， 学生の に基づき，学校の 機関（ 「 機関」とい

。）の を て，各学校の校 （ 「校 」とい 。）は， 業 の を

することができる。

２ 前 の 業 は，年度を前 及び後 の２ に分けた 分によるものとし，

分 とに する。

３ の 定により 業 の を受けよ とする者は，校 が定める各 の

の までに， の各 に る 要 を校 に しなけれ ならない。

業

的 による 付 な 情を 定するに りる， 学生の学資を とし

て している者（ 「学資 者」とい 。）及び学生を の

等（ 「 等」とい 。）

その 校 が 要と める

前 の 定にかか ら ，前 において 業 の を する者が，後 におい

ても を 定している場合は，前 の に て後 の を こと

ができる。

５ の は， として各 分の 業 の は とする。

（ 学 は 学の場合）

５ 学生が 学を され， の各 の に する場合は， 計算により 学

の から 学 の前 までの 業 を することとする。ただし， 学

開 が の で る場合に っては， 学 から することとする。

学 が， 業 の 付 前で る場合

３ に基づく 業 の が められている場合 は 分 の

を受けている場合

２ ３ 及び ５ に基づく 業 の が められている学生に対し、

間 前に 学することをその い により する場合は， 計算により 学

の に 学生が 付す き 業 の を することができる。

（ ， は による の場合）

６ ， は 業 しくは 学 の を として学 を いた場

合は，校 は 学生に る の 業 の を することができる。

（災 等の場合）

の各 の に する な により 業 の 付が しく で る

と められる場合には， 機関の を て，校 は， の 生した の

する の に 付す き 業 の を することができる。

業 の各 の 付 前６ （ 学生に対する 学した の する 分

の に る場合は， 学前 年 ）において，学資 者が した場合 は

学生 しくは学資 者が 等の災 を受けた場合
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前 に準 る場合で り，かつ，校 が と める が る場合

２ 前 の 定により 業 の を受けよ とする者は，校 が定める各 の

までに， の各 の 要 を，校 に しなけれ ならない。

業

等

学資 者が した場合は， 本 は を する （ 「

」とい 。）

災 による場合は，市 等が する 災 は 災 （ 「 災

等」とい 。）

その 校 が 要と める

３ の は， として各 分の 業 の は とする。

（その な の場合）

立 人 立高等専門学校機構 （ 「 」とい 。）は，

から までに 定する に 業 を することが と められる

が る場合には， 業 を することができる。

（ 実 能 ）

各学校における 及び に定める 業 の 実 能 は， 年度

が定める。

２ 前 の を えて 業 の を 要が生じたときは，校 が に の

を のもとする。

３ は，前 の 定に基づき が った場合は， に る学生の置かれ

た 等に基づき 算の で の または を 定するもの

とする。

３ 学 の

（ ， は による の場合）

， は 業 の を として学 を いた場合は，校 は

学生に る の 学 の を することができる。

２ 学 の は を とされた者で って， 学 を 付す き 間

に ， は 業 の を として学 を いた場合は，校 は

学生に る の 学 の を することができる。

（災 等の場合）

学者で って， の各 の に する な により， 学 の 付

が しく で ると 機関が める場合には，校 は の を て，

学 の を することができる。

学前 年 において，学資 者が した場合 は 学者 しくは学資

者が 等の災 を受けた場合

前 に準 る場合で り，かつ，校 が と める が る場合

２ 学 の を受けよ とする者は， 学 の 付 までに， の各 に

る 要 を校 に しなけれ ならない。
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学

等

学資 者が した場合は，

災 による場合は， 災 等

その 校 が 要と める

３ の は， として 学 の は とする。

（その な の場合）

の２ 前２ に 定する に 学 を することが と められる

が る場合には，校 は の を て， 学 を することができる。

の

（ ， は による の場合）

２ ， は 業 しくは 学 の を として学 を いた

場合は，校 は 学生に る の の を することができる。

（災 等の場合）

３ 学資 者が した場合 は学生 しくは学資 者が 等の災

を受け， の 付が しく で ると められる場合には， 機関の を

て，校 は， の 生した の する の から６ 間の におい

て 要と める 間に 付す き 学生に る の の を するこ

とができる。ただし， 要と める 間が 年度に たる場合の の は，年

度 とに分けて ものとする。

２ 前 の 定により の を受けよ とする者は， の各 に る 要

を，その都度校 に しなけれ ならない。

等

学資 者が した場合は，

災 による場合は， 災 等

その 校 が 要と める

５ 業 及び 学 の

（ 業 の ）

学生が の各 の に する場合には，学生（ 学生が の場合

は 学生に代 る者）の に基づき， 機関の を て，校 は， 業 の

の を することができる。

的 によって 付 までに 付が で り，かつ，学業 と めら

れる場合

学生が の場合

学資 者が した場合 は学生 しくは学資 者が 等の災 を受

けたことにより， 付が と められる場合

その や を ない が ると められる場合
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２ 前 の 業 の は，年度を前 及び後 の２ に分けた 分によるものと

し， 分 とに する。

３ 前 における の 間は の を えないこととする。ただし，前 に

って を められた者の ち， に 要が ると校 が める場合は，後 の

まで を することができる。

の 定により の を受けよ とする者は，校 が定める各 の

の までに， の各 に る 要 を校 に しなけれ ならない。

業

等

学資 者が した場合は，

災 による場合は， 災 等

その 校 が 要と める

（ 業 の 分 ）

５ 学資 者が した場合 は学生 しくは学資 者が 等の災

を受けるなど， 業 の 付が となるよ な の が ると められる場

合は， 機関の を て，校 は 業 の 分 を することができる。こ

の場合の 分 の は， 業 年 の ２分の に する とし，その 付

は とする。

２ 前 の 分 の いは，年度を前 及び後 の２ に分けた 分によるものと

し， 分 とに する。

３ の 定により 分 の を受けよ とする者は，校 が定める各 の

の までに， の各 に る 要 を校 に しなけれ ならない。

業 分

等

学資 者が した場合は，

災 による場合は， 災 等

その 校 が 要と める

（ 学 の ）

６ 学者が， の各 の に する場合には，学生の に基づき， 機

関の を て，校 は， 学 の の を することができる。

的 によって 付 までに 付が で り，かつ，学業 と めら

れる場合

学前 年 において，学資 者が した場合 は 学者 しくは学

資 者が 等の災 を受け， 学 の 付 までに 付が で ると

められる場合

その や を ない が ると められる場合

２ 学 の の を受けよ とする者は， 学 の 付 までに， の各

の 要 を校 に しなけれ ならない。ただし， 学 の を した者

については， の は の を 知した から 算して

に の を ことができるものとする。
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学

等

学資 者が した場合は，

災 による場合は， 災 等

その 校 が 要と める

３ 前 に る 要 等の ち， に したものについては 度の は要し

ない。

の 間は， 学に る年度を えないものとする。

６

（ の ）

業 等を された者が の各 の に する場合は， 機関の

を て，校 はその を り すものとする。

は の が したことが した場合

は の に が った場合

２ 前 の 定により を り された者は， された 業 ， 学 しくは

の は を された 業 しくは 学 の を， ちに 付しなけ

れ ならない。

（ 者等の 付）

業 の が とされた者 は の をされた者は，各学校

が指定する までに 付す き 業 を 付しなけれ ならない。

２ 学 の が とされた者 は の をされた者は， の

は の を 知した から 算して に， 付す き 学 を

付しなけれ ならない。

３ の は 業 及び 学 の が とされた者は，各学校が指

定する までに 付す き ， 業 は 学 を 付しなけれ ならない。

（ ）

この に定めるものの か，この の実 に関し 要な は，

が に定める。

この は， 成２ 年 から する。

（ 成２ 年３ ２ ）

この は， 成２ 年 から する。

（ 成２ 年３ ）

この は， 成２ 年３ から する。

（ 成２ 年６ ２３ ）

この は， 成２ 年 から する。
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奨学生制度 
 
（ ） 本学生

学業・人物ともに れ，かつ な学生で， 的 により 学に が る者

で， の 学 に対して な自 と な の をもつ者は，

の え 本学生 機構 学生として のよ に学資の を受けることができます。

 学 の月

学年 月 （ 30 年度）

学 （ 子）

生 生 専 生

学 10,000 21,000  20,000 30,000 45,000

学 10,000 22,500  20,000 30,000 40,000 51,000

時における 計 持者の年 が 定 上の場合は、各 分の 高

の から 。

なお， 年生 上では 学 （ 子）が り， は 20,000 から

120,000 の ち で ことが ます。

 
間は，高等専門学校での 用時から卒業 は 定の 年 までの

間です。（学業成 の その で， 間の は の ・ を受ける

ことが ります。）

学生の

学生の 時 は， となっています。 に 学 会を いますの

で， を する者は 会に してください。 学 会の は，

に します。

会に しなかったことによって を した場合は，応 できない

場合が ります。

応 された は， 会等で され，適 者は 本学生 機構 され

ます。

す ての応 者を することとはならないため、 に しては，応 資 ，

基準，学力等を 分 慮し， ， 教 ， 者に， らかじめよく

して応 してください。

なお， 計の 時に応 できる 用が りますので， する場合は学生

に してください。

学生の

本学生 機構 学生として 用された時点で，「 学生 」及び「 学生のし

おり」が配られます。 学生のしおりには， や を要する 等が

しく されていますので，よく んで，卒業するまで に してください。
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分からないことが る場合は学生 に てください。

なお， 学 は各 学生の 人 の 通 に まれます。

の

適 定とは， 年 （ ）、 学 の が 要か か， 学 の が適

で るかど かを するもので， 学生本人がイン ー トを通じて 学

を することになっています。（ の場合は となります。）

その後，学校で 学生として さ しい適 性を する者で るか適 定を

います。

また，成 者には「 」「 」「 」の 定 置がなされます。

なお，適 定は 学生としての適 が れる が生じた場合には，その都

度実 します。

学 の

この 学 は， されるものですから の が ります。

なお， 学 の 時 及び は， のい れかに した場合に， （

27 ） と ・ 年（ 年 ・ ） 用 の２ から した

により することになります。

ア 学 の 間が したとき

イ したとき

ウ 学 の 付を されたとき

エ 学したとき

オ 学 の を したとき（ただし， 学 は により が されま

す）

学 の

学生で った者が， に した場合は， により を しくは

は の を されることが ります。

ア 上 学校 進学したとき

イ 災 は により 学 の が になったとき

は の

ア は 身 により 学 の ができなくなったとき（ただし，連

人 は 人が代 って できない 情が る場合）

 
( ) の の 学 度

地 体， 間 体等による 学制度が り， 学生 等の通知は によ

り います。 
また，学校を通さ 本人が きし 学 の を受けることになった場合は

学生 に け てください。 
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生

生

熊本高等専門学校八代キャンパス 設の に関する要

（ ）

この要 は，熊本高等専門学校八代キャンパス 設（ 「 設」とい

。）の に関し， 要な を定める。

（目的）

２ 設は，学生 及び学生・教 の人間関 を にし，かつ，学生の課

活動を んにするとともに，学生及び教 の 生を 進することを目的とする。

（ ）

３ 設の は，校 が 。

２ 設の に関する基本的な については，学生 会で する。

（ 設）

設に， に る を置く。

 (1)                (2) 

 (3) ー ー            (4) 食 ー ー

 (5)                 (6) 文系 ークル 用 (1) 

 (7) 文系 ークル 用 (2)        (8) 文系 ークル 用 (3) 

 (9) 文系 ークル 用 (4)        (10)

 (11)多目的               (12)

 (13)学生会 及び

（使用者の ）

５ 設を使用できる者は， に る者とする。

 (1) 本校学生

 (2) 本校教

 (3) その 校 が に した者

（ ）

６ 設に関する は，学 課学生 において する。

（ ）

この要 に定めるものの か， 設の使用に関し 要な は， に定める。

この要 は， 成２３年 から適用する。
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熊本高等専門学校八代キャンパス 設の使用に関する

（ ）

この は、熊本高等専門学校 設 に関する要 の 定に基づき、

設の使用に関し 要な を定める。

（使用時間及び ）

２ 設の使用時間及び は、 の各 に定めるとおりとする。ただし、校 が

に めた場合はこの りではない。

使用時間 時３ 分から 時まで

土 、 、 の に関する （ 23年 178 ）に定

める 及び年 年 （12 28 から まで）

２ 、 、 の使用時間及び 業 については、校 が に定める。

（使用 ）

３ 設を使用しよ とする者は、 の使用 分に応じ、 設・設備・備品使用

（学生準 様 ）を学 課学生 （ 「学生 」とい 。）に し、

校 の を受けなけれ ならない。

（使用 先 ）

設の使用が 合する場合は、 者間で し 定する。

（ の ）

５ 設の は、学生 で する。

（ ）

６ 設を使用する者は、 の各 に る を しなけれ ならない。

使用 間及び使用時間を すること

使用 を受けた目的 には使用しないこと

使用を は するときは、 やかに学生 に け ること

設、設備及び備品等を で 様 え は 動 しくは は しないこと

災の 防に すること

使用 は、 に 、整 整 、 化に し、 、 、 等 人に をかけ

る をしないこと。

使用後は、 、整 整 の上、現 に し、 気、 り、 等 を こと。

その 使用に しては、 の指 に こと

（使用 の し）

前 各 の 定に した場合は、使用 を り し、 は 後の使用を しな

いことが る。

２ 本校の 等のために 設を使用する 要が生じた場合には、使用 を し、

は り すことが る。

（ ）

使用者は、 は な により、 設、設備及び備品等を 、 は

した場合は、現 に し、 は に 要な 用を しなけれ ならない。

（ の ）
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設の使用に関する 、 等については、学生に るものに っては、学生

会が 要に応じて するものとする。

（使用 先 ）

10 設の使用が 合する場合は、 者間で し 定する。ただし、 ２

の 定に する場合は、この りではない。

この要 は 成２３年 から する。

           使 用 分

学生・教 の 学生・教 用

カウン ー等による学生 学生使用

ー ー 学生・教 の いの場 学生・教 用

食 ー ー 学生・教 の 食 ー ー

文 具・ 用 品等の

２

文系 ークル
用

学生の複 の ークルが課 活動等に
使用

文系 ークル 用

文系 ークル
用

文系 ークル
用

文系 ークル
用

文系 会・
文系 会 用

本間及び として使用 学生・教 用
( )

多 目 的
会 ・ 会・ 会及び の
習場 として使用 ( )

会 ・ 会・ 会として使用

学 生 会 学生会の 等の に使用

各 ークル の 具等を

備

使用 分 の ・ ・ は、 のとおりとする。

として り自 の場 で、使用 の を要しない。

使用の都度、使用開 ２ 前までに使用 の を要する。ただし、 が使

用する 及び が使用する多目的 に たっては、 の 分による。

学生 会の を た上で、前 の使用計画に っては３ までに、後 の使

用計画に っては までに、それぞれ使用 の を要する。
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生

い学業を けていくには、 については に しなけれ なりま ん。学生の

のため を設け 医薬品・ 具等を 備し、 気、けが等に対する応 置や定

や を っています。身体に を生じた場合やけがをした場合等は や

かに し て を受けるよ にしてください。なお、 等の 置は のよ になってい

ます。

） 気の の 薬品の 薬は の で 後は いま ん。

２）学校 でのけがについては 療できま ん。

定

定 は、学校 ５ に基づき 年 から５ にかけて、 学生を対

に実 されます。この目的は、学生の を知り、それらの に基づき 気の

及び適 な 療 と を い、学生の の 持 進を るものです。 年、実 が

づけられていますので、 受けるよ にして さい。や を ない により を

受けられなかったときは、その 、学生 けて後 を受けなけれ なりま ん。

自分自身の を知り、 気を く し、適 な 療を受けるため、 のす れ

ない人はこれを 用して、 持につとめてください。 を受けたい人は、いつで

も に し れ 、専門医による （ ３ ）が受けられます。

学生

５年間（専攻科２年間）の学生生活において、い い の に つかることが るだ

と います。そこで は、 の学生生活に も も の や 人的な （ え

、 的な 情、 と成 に対する 、進学・進 の 、 上の 、 に対す

る 、 関 に対する 、ク に対する 等）について、 に応じます。また、

者は専門のカウン ーのカウ ン を受けることも ます。 では、 の

々な を に え、 の に たりますので、気 に 用してください。 り

で い まないで、 に れてくれることを から っています。

は、学生 または （ 設 会 ） してください。
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ラス ン 対

本校は、ハ ス ント等の防 ならびに 者を するために、 立 人 立高等専門学

校機構が定めるハ ス ント防 イド インに基づき対応しています。

ハ ス ントには

クシュアル・ハ ス ント

教 が の教 ，学生等 は関 者を にさ る性的な 動，学生等が教 ， の

学生等 は関 者を にさ る性的な 動及び関 者が教 は学生等を にさ る

性的な 動。

アカデミ ク・ハ ス ント

教 がその 上の地 は を に 用して の教 は学生等に対して

しくは教育上 は 学上の 適 な 動。

パ ー・ハ ス ント

教 が 上の地 は を に 用して の教 に対して 上の 適

な 動。

加 者にならないために

・ の人 を しよ 。

・ の立場に立って えよ 。

・ を性的な対 と て、力関 で 配したり、 的に をしてはいけま ん。

を受けたと ったら

・ にはっきり「NO」と お 。

・ 人で ま に、気 に して よ

ハ ス ントの

・ハ ス ント の に、学生 でもハ ス ントに関する に応じています。

ハ ス ント では

・ハ ス ントの を受けた本人だけでなく、 を受けているのを て に感じた人の

にも応じます。

・ には に対 し、場合によっては加 者に な 分が れます。

・ 者の イバシーは 対に ります。

・ は、 、電 、 、 ール等い れの でも ますので、気 に してくださ

い。
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ハ ス ント に関する基本的な れ

八代キャンパスハ ス ント

八代キャンパスハ ス ント （ ）

の に53を付けると 通になります。

ハ ス ント 1248 通教育科・ 教 さやか 1251

学生 子 1227 学 課  1331

生物化学システム工学科・ 教 上 史 1377 総 課 子 1215
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度

１ 本ス ン 「 度」

本校は 本ス ー ン ー災 付制度に加 していますので，学校の にお

ける ， ， は に対して 付 を受けることができます。

 （年 ） 1,520

 の対 の

災 の
災 の 付

その で る が学校の で生じたもので、
療養に要する 用の が 5,000 上のもの

医療
・医療 の療養に要する 用の の 4/10（そ
の ち 1/10 は、療養に って要する 用として加
算される分）。
ただし、高 療養 の対 となる場合は、自
（ 分により 度 が なる。）に療養に要

する 用の の 1/10 を加算した
・ 時食 療養 の標準 が る場合は、
その を加算した

その で る が学校の で生じたもので、
療養に要する 用の が 5,000 上のものの ち、
文 科学 で定めるもの
・学校 食等による ・ ス等による
・ ・ ・ 物の は による
・ 等による ・ 等による
・ による

学校の の は上 の が った後に
った (その程度により 1 から 14 に 分さ
れる。)

 3,770 82
[通学 の災 の場合 1885 41 ]

学校の において 生した に する
及び上 の に する

 2,800 [通学 の場合 1400 ]

然
動などの に する 然  2,800 [通学 の場合 1400 ]

動などの と関連のない 然  1,400 [通学 の場合も ]

の対 「学校の 」の

学校が 成した教育課程に基づく 業を受けている場合

学校の教育計画に基づく課 指 を受けている場合

時間 、その 校 の指 ・ に基づき学校に る場合

通 の 及び により通学する場合

に るとき 等

の災 の は についての医療 の は、 から 年間 れま

す。

災 付を受ける は、その 付 が生じた から２年間 ないときは、時

によって します。

災 付の 付 と の について、 を受けたときは、その の

度において、 付を ない場合が ります。

学生が自 の の により、 は に、 し、 にかかり、 は し

たときは、 医療 、 は に る災 付を いま ん。ただし、

学生が、いじめ、体 、その の 学生の めに することができない により生

じた い 的な により、 に し、 にかかり、 は したときは、こ

の りでは りま ん。
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学生が自 の な により、 し、 にかかり、 は したときは、

は に る災 付の を ない場合が ります。

の手 き

学校の で災 に った場合、関 教 は学 課学生 に連 して さい。 災

付の に 要な を から受け り、受 した医療機関 持 し、

療点 等の を受けます。

要な を します。 ン ー において、 の上、 付 を

定し、学校を通じて 者 お いします。

２ 熊本 教育 「熊本 」

学校教育活動や 活動 などに、活動 の 加 るいは活動 に きた により 、

、活動 の 性の 等の災 を った に対して、 を 付し、これによって

活動や学校教育の な を ることを目的として設けられたものです。

 （年 ） 800

 の対

活動 分 活動

学校教育

（ ） 後 会が は する学生等の活動(後 会 で ) 
（２） 後 会が は する活動で、学生等の 加が 前に められ

ているもの
（３） 後 会の は する活動ではないが、 活動、学 、学年、学校

で 加するもので 前に後 会 が したもの
（ ）学校 ではないが、校 が した指 者の指 によるス ー ・

文化活動で、 前に後 会 が したもの（ 活動、学 、学年、
学校 で 加するもの）

（５）これらの活動に 加するための の ( 通機関 用 は対 、
スクールバス 用 は対 となる)

２ 学校
( は対 )

（ ）教育課程に基づいて実 される 活動
業 、総合的な学習の時間、 活動(学 活動、学生会活動、ク 活

動、学校 ) 
（２）教育課程 の教育活動

活動、 時間 などでの活動
（３）これらの活動に 加するための の ( 通機関 用 は対 )

３ 通
( 通機関 用 は
対 )

（ ） 付の対 となる活動 、及び活動 加のための の
（２）校 は 後 会 の により、自校の学生等が 加する活動を応 す

るための の

体
本 が めたス ー 体の活動 、及び活動に 加するための の
( 通機関 用 は対 ) 
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 の ( )

の 分 活動 分

学校教育 ３，

学校 ，５

通 ５

高 ６

後

（ ）

学校教育 高３，

学校 高 ，５

通 高 ５

学校教育 高

通 ３ ・５

 
加 していない場合

間 に 生した災 で る場合

通機関を 用 の災 で る場合（ 機、 、 、 電 、バス、

クシー等、 を もの）

の が加 者の による場合、 は による の場合（ 、

、自 等）

地 、 はそれに など 災 、 などの場合

・ 産が となる場合、食

本 での災

災 生から２年を した後に報 された場合

ロー ースケートやキ ク ードなどの 具を使用しながら活動に 加した場合

 の手 き

災 が 生した場合、関 教 は学 課学生 に連 して さい。 災 付の

に 要な を から受け り、受 した医療機関 持 し、 療点 等の

を受けます。

要な を します。 人熊本 教育 会

での を て、 付が 定された後、学校を通して、 が 付されます。

学生 引 学

学

学生が 用による ，実習， ，学校が めた 課 の教育活動等のために を 101

上 用して するときには，学生 （学 ）を使用して 通 の２ きを受

けることができます。

通学

通学定 は， の りの から学校の りの までの 間について できますので，



− 83−

学生 で通学 の 付を受けて で してください。

について

この学 は，学生 人の自 な として使用することを前 としたものではなく， 学上の

的 を し，学生だけに えられる でも るので，使用に しては のないよ

に してください。

が すれ ，多 の を めるだけでなく，社会的制 を受ける場合も り，

に学校 体に対し 定 間学 や通学 の適用が されることも ります。

人による は の使用

身分 （学生 ）の

間の連 しない２ 上の の使用

通用 間 後の の使用

その の としての の使用



− 84−

活用学習 ン ー

熊本高 専 学 学

の ，熊本高 専 学 学 「 」

の き， の る

する きる ， の る する

(1) 教 の教

(2) 学生 生， 生， 学生 履修生

(3) ， 修 ， ， の

(4) の

の ， の る る の する

(1) 学術 「 」 の

(2) 教育 する の

(3) の の

， ， ， する

， する

の する

，熊本 ス ス する

， する する

の ， の

(1) ， ，

(2) す のプラ シ する

(3) ， ス， の の ， の する

(4) テ シ 生 する

(5) テ

(6) する

(7) 熊本高 専 学 学 る の

の

する き ， る
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(1) 教 ，教 の きる の

(2) 学生 ，学生 の きる の

(3) の の ， の

の

， の る る き ， の

る きる

， の の の

， の の の する きる

の ， ， の

(1) ， の ， ， ，

(2) る 生

(3) ス の

の る のの ， る

の ， する

の ， する

の ， する

の ， する 熊本高 専 学 学

ス 熊本高 専 学 学

熊本 ス ， する

熊本高 専 学 テ 学生

の ， 高 専 学 熊本高 専 学 「本 」

る テ の の 本 の学生 す き る の る

の る の ， 高 専 学 テ シ

， 高 専 学

の る る
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の 本 学生 する システム 学生 する システム

する

本 の学生 ， テ ， 高 専 学 の

テ シ

本 の学生 ， の る する

(1) ， ， ， ， ラス る

(2) プラ シ する

(3) する

(4) の 産 する

(5) する

(6) 本 の る

(7) の ， の する

(8) ス の する ス

る ， する

(9) システムの る

(10) の の る， の 生 る

本 の システムの る

本 の学生 ， の る

(1) 本 の教育 の 本 の システム する ， の

る

(2) 学 のシステム ， テ の る 新

ス する の の

(3) ，学 ， 教 教 「 教 」

テ の る ，新 システム 本 する

本 の する

(4) 教 テ の る ，

(5) 本 本 する

(6) の する， システムの する

(7) 本 の システムの テ の する

の P2P ，

IDの

本 の学生 ，本 の システム る ID ， の る

(1) ID の ID ，本 の システム

(2) ID システム する の

(3) ID ， る
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の

本 の学生 ，本 の の 本 の システムの

る ， の る

ス ， の る

(1) する

(2) 教

(3) の する

(4) ス する る ， の する

生 ，本 の システム

の の 生 ，本 の学生

教 テ テ の

システムの

本 の学生 システム する ，「 システム ラ 」 ，

システム

本 の学生 ， の する システム ， テ の る

， の る

(1) ス ， ス きる る

(2) ス るOS プ シ の ，

の プ する ， る

(3) の する システムの る する の る

(4) る ， する， ス る の る

の テ ， る「 システム テ

手 」 る の する

の

本 の学生 する ，「 ラ 」 「本

テ 手 」 ， の る

(1) プログラムの ， の ， 手 の の の する

(2) 学修 学生生 の

(3) の する

の

本 の学生 ラ する ，「 ラ ラ 」 「本

テ 手 」 ， の る

(1) プログラムの ， の ， 手 の の の

(2) 学修 学生生 の の

本 の システム の 本 の システムの

本 の学生 本 の システム の本 システム ス
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する 本 の システム 本 の教育 る ，

の る

(1) 教 テ する

(2) する システム ， システム る

(3) システム ス ス ， 新の ス

新する

(4) システム る ， る

する

(5) システム する す のラ ス の る

本 の学生 ， テ の る

(1) 本 の 学生 する

(2) の 本 の 産 する する する

る

(3) の

テ 教育の

本 の学生 ，「 テ 教育 手 」 ， テ 教育

テ シ の 生 る

本 の学生 テ シ 「 シ 」 き

教 の

の ， の る の する

(1) シ 生 の 手 の ， 手 きる ，

の手

(2) シ 手 の き ， の

の る の る の ， の

の ， する

の ， する

熊本高 専 学 ICT 学 の手引き

熊本高 専 学 ，本 の ICT 学 ，ICT ， の

の す 本手引き ，学 ，

の手引き す
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熊本高 専 学 ICT 学 の る

熊本高 専 学 ICT 学

， 学術 の ，熊本高 専 学 の学生

の ， 教育 学 ，

学生教育の の する する

ICT の す

(1) 熊本 スの

ICT ， ス ，ICT 学 ム，ICT

(2) スの

1 ， 2 ， 3 ， PC ，

(3) システム

1) ，Web ，

2) 学術 (SINET) ，

3) 高専 Microsoft の ，Office365

4) e-Learning システム ，高専 の Blackboard，熊本 ス ス

の WebClass

5) ス TV システム

ID

ID ス る す の す

する の の ID ス 教 ，教

ログ ログ ， る の

る ， ID ス ，

す ， る す

ス ，高専 の ス 新 ，

ID ス ， ス の の する の ， システム す

る の す の ， の すの ，

ID ス の

(1) 本 の学生 教 の ID

の す ICT ，ICT

ID ， す

(2) ， の の ID

教 の ， る 1 ICT

IDの ICT ID ， 教

す
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の の

ICT る手 の

テ の ， る る る す

本 24 365 す ，教育 の ，

， 手 する る す ，システム テ ス

る き す

の ， 8 30 5 す ，学生の 学 の

きる す ， の

の の する す の 1

の す ， ， すの す

る ， の ， の教 の の す

の ， 2 の ，

る る き，

す

の

， の き ICT

する ス の ， の る

の す

す ， の ，

すの の ， ， る の

の す の ， きる する ，

する る ，ICT

する

(1) テ

ICT の ， テ の ， す

， する ， する

， 学 ， る る

す

ス の ， ， ， す ， の

，す ， の の ，ICT の

の ス ， ス る の す
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の ス ， ス の の ス

き ， ICT する

(2) 
る ， ，

， 高

生 る す ， プロ ，

ロ する すの

(3) 
本 の す 本 の学生 教

る ， の る す ，

の す

の する ， ス の

，ICT る

学生 する ， の教 の ，

の する ，

(4) Web， ，SNS の

の す ，

す きる の ， の の ，

，本 の の ， る「 す

」の すの

， テ ス の する HTML

の する ， テ の

する す 手 る る る

き ， きの ， き

き ， ス の の る ，本

手 の の する ， す の

すの ，

SNS(Social Networking Service)

の シ す の ， 手 の 手の

の す の の 手 ，

の す の ， 手の

の する ， す

本 の ス ，学 の グ ス る ，本 の

ID の る
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(5) 
， る ， ， る

する ， ， す の ，

す きの の

す ， スの の

ムの ス， の る すの

の ， す る

の ， ， システムの の ， の す

る ， の る ，

の ， の

(1) する

(2) シ シ グ の 引

(3) の ス

(4) 教育 ， ，学生 の ， の

ス

(6) 
ICT の ，

教 の

ス 履き る る ，ス 履き ， ス

する

の

(1) ICT 熊本 ス

学生 する ， ， 教 の ， の 7

学生 学生 ， の る す の

の ，学生 教

(2) ス

教 する 学生 する ，

， 教 の ， の 7 ，

の る す する 教

(3) ICT 学 ム 熊本 ス

る き， す

AV の ， ， す

(4) ICT 熊本 ス

教 の の す 教 システム
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(5) 1 ， 2 ， 3 ス

る き， す 1

の 1 2 の する す

(6) PC ス

の ， 学 の の 1 3 PC

す ， の る す の

の き

(7) ス

教 の の す PC(10 ) す ，学

生 する の教 ICT

(8) ス TV システム

熊本 ス ， ス 1 TV す

の る す

の

(熊本 ス)

ICT 08:30 20:00(10 3 19:00 )

ス 08:30 20:00(10 3 19:00 )

ICT 学 ム 08:30 20:00(10 3 19:00 )

AV 08:30 20:00(10 3 19:00 )

ICT 08:30 20:00(10 3 19:00 )

( ス)

1 3

08:30 19:30 ( 3 20:00 )

17:00

の

PC の

教 る

( システム)

ス TV システム
教 る

 ( ス)

本 の き
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の

学生 教

(熊本 ス)

ICT 学生 システム

ス ( ) ( )

ICT 学 ム ( ) ( )

AV ( ) ( )

ICT 教 システム

( ス)

1 3 ICT ICT

PC (学術 ) ICT

ICT ICT

( システム)

ス TV システム
教

( ス)

システム

( ス)

本 する ， 修 ， ，教 学生 する

， ， る す
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熊本高 専 学 学

の 熊本高 専 学 学 「

」 の き 熊本高 専 学 の 新

「 」 の る

の

きる る の

の する

の 学

「 」 る

る

る のの の る

(1) の る

(2) 学

(3) の する

(4) の す

(5) の

する る

手 き

の る のの

(1) 

(2) の

(3) の 新

(4) の る

の る の する きる

(1) 熊本高 専 学 学 る の

(2) 教育 の る

(3) の る

引き き する る の する

の き する の する

る本 の教 学生 の き 学する き

する の する

の の の る る き

の る きる
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ス の の

る

の の の

る きる

(1) の

(2) 新 の

の

本 の教 学生 教育 学 の の

する きる

(1) の 教 の 学生 教 する の

の する

(2) の

学 シ ム熊本 する高 教育 の する学生

する の 学生 する

の

の の る る の する

の き

の

の き る の の

生 本 の

の き の

きる

の る のの の

る

の する

の する

(1) 熊本高 専 学 学 熊本 ス

(2) 熊本高 専 学 学 ス

(3) 熊本高 専 学 熊本 ス
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熊本高 専 学 ICT 学 の手引き

熊本高 専 学 熊本 ス

熊本高 専 学 ス

熊本高 専 学 学 の

する 本 の学生 専 生の学 教 の教育

の生 学 す の 本 学 教

育 の る する の す

(1) 学生

シラ ス の 学 の学術

学

教 教 る

(2) 

教 の教育

(3) 

(4) 

学術 新

(5) 

ス( 引 )

引 の

「 引 」の の の

(6) 

(7) シ

の の 学術 高 (技術 )

の

の の き る

す

本 の す の

の

の

き の す

ス

の
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ス

熊本

ス

(1) 学 する の の

(2) 学 する の の

(3) の

(1) 

(2) の する する

「 る 」

(3) の

(4) の の

ス

(1) の

(2) 本 の の ， の ， の

， ，

(3) 本 の の ， の る の

， ，

(1) の(2) ，

(2) の(2) る

(3) の

(4) の の

* の の き

* 新の 学 本 ム

* の ム の

す

の

学生

ス

熊本 ス

教

学 生

教
教育 ，

る



− 99−

学 生

，

の

，

履修する学生

，

る

教
教 の

る

学生の ，

の する

学生の ，
する

る

ス

教 ，
生 の学生

生 の学生

教 ，学生

学

(

する

教

学生の ，
の する

(1) の

の する き す

の きる のの す

* の の の

の の す 本

す の 来 の すの

熊本 ス 861 -1102 熊本 熊本

TEL 096-242-6019 

ス 866-8501 熊本 新 2627 TEL  0965-53-1213

き す の

の

の手 き する 学 の する

き す き す
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す

1)  本 (NDC) す

2)  NDC の 1 ; 3 の 100 ) の す

0 ム

1 学 学 学 学 教

2

3 学 教育

4 学 学 学 学

5 技術 工学 工 学

6 産 産

7 術 術 ス

8

9 学

す

の

本 本 すの 本

る すの す

す

き の る

すの

の

本 の する き すの

本 ム http://www.kumamoto-nct.ac.jp/ "OPAC"

す

(2) 
する す る き き す

する き す

(3) 新

の する き す

新 の する き の の

(4) 

る き (熊本 ス) の ス ( ス)

する 新 き

す

学する

の

の する の

の する
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き の 新

ラ る の 新 す

(5) 
する

す

(6) 
る き の する す

(7) ス ス

の の の す

(8) 
の する の

の す の す

(9) の

の学 の き の す

る き す 「 」 の

(10) の

「高 教育 シ ム熊本」の 熊本 の 学 高専の 学生

す き す き す の

の
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プ

(1) 熊本 ス
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1

す す シ

ラ ス の する の テ グ

学生の す 学 の き

す

( )

の の る の ス す

学 の の する

す

      き す の

き

グ プ学

     す する き

す の 引き き き す

2) 

の 本 す の

き

3) 学 ム

の き す

学学 の す する き

      の きる の

き す き

の

1) 

2) の

     3) き の

4) の す

学 学 する きる す

4) の  ( )

の す の る のBOXの す

の の の す 本 ス

の
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5) の の

    きる の の き

す 高専 高 新の

ス

きる 教 す

熊本高 専 学 学 の手引き

(2) ス
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1

本の す

本 新 術 技術

す

す す

シラ ス の の テ グ 学生の

す 学 ス ス ス ラ 学 の

き す

 2) 

き す の

き

 3) グ プ学

す する き

す の 引き き き す

4) 

の 本 す の

教 す の き

 5)

の き す る き

学学 の プ す する き

6) 

の きる の

き す き

< の >

7) の の

学 技術 技術 術

の す

8)

すの
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の

本 の学 教育 る の す

ラ 技術 学

     の ICT 学 スの学術

す

の る き の すの

9) (学術 )

の の る の ス す

学術 学 の の する

す
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生活

熊本高 専 学 学

の 熊本高 専 学 「本 」 学 の き 学

の る

の

学 本 の教育 学生の修学 教

育 の する する

学 生 の 本

学 する学生 「 生」 の の

生 の

熊本 スの学 する スの

する

学 する

学 の する の する

学生 生の教育 生 の る の す

る

学 の する する

の する る

学 きる 本 学生 する する

学 する 学

引き き する

の する

学 する 学

生 の の する き る

(1) 本 学生の き

(2) 4 る の き

(3)  の 生 生 き

(4)  の 学 の き す き

教育

生 本 学 学生 る 教

育 る
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生の 手 き る

生

生 る「 生 」

生 き の

生

生 の する 生 する の 「

生 」 る きる

生 の 生 の 生 す 本 の

生 る

る る

生 の 生 ス る

の る

生 の の する 学 の の

の

の の

生 の 生 の る 教

の

学 る 生 の る

生

生 の する 学 の

学 する

の

の

学 の の る

生 き の

本 の 学 する

の る のの の の ス

る

の する
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熊本高 専 学 専 ロ

の ，学 る のの ，熊本高 専 学 「本 」 専

ロ 「専 ロ 」 の る

の

専 ロ ，本 の教育 ，専 ロ する専

学生 「専 生」 の修学 する する

専 ロ の する ， 生産システム工学専

「専 」 する

専 ， ，専 生の教育 生 の る の する

専 ロ きる ，本 生産システム工学専 学生 「専 生」

する

する専 生 ，専 る

，専 ， する

，

，

，専 生 の の する き ，専 の

る きる

(1) 本 学生の

2

3 学 ， る

4 ， 生 生 る

5

6 生 の

7 ， す る

8 ロ の ，

9 の の する る

， の

の

専 生 する ，専 の ，

する ， の ，

，

の手 き ， の る

専 生 ， 専 生 する

専 生 ， の

の ， する ， の

， る 専
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， 本 の する

生

専 ロ の する ， 専 生 学

， 専 生 ，専 生 する

， 生 る ， の 修

する きる

の る のの ，専 ロ の ， る

の ， する

の ， する

２ その

                               

         

学 84,600 学

学    
234,600  10

本ス

  1,520 学生    

熊本 PTA
800 学生

生4,200  4,800

 10
4,200  4,800

   
 32,400

生
 32,400  10

生
28,500

10,000

10,000  10

2,500 学生 専 1 生



− 111 −

ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス

ｍ
プ
ー
ル 第

２
体
育
館

八
龍
寮
Ｃ
棟

八
龍
寮
Ｂ
棟

汚
水
処
理
施
設

八
龍
寮
Ａ
棟

学寮正門

弓
道
場夕

葉
寮

ポ
ン
プ
室

旧
ボ
イ
ラ
ー
棟

柔
道
場

公
道

公
道

公道

龍
峰
会
館

専
攻
科
棟

研
究
棟

共
同
教
育

生
物
化
学専

門
科
目
棟
ー
２

シ
ス
テ
ム
工
学
科

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科

専
門
科
目
棟
ー
１ 共

通
教
育
科
・
管
理
棟

公道

野    球    場

器具庫

貯水池

50

第１車庫

屋外便所

50 20 50m

第１体育館

図書館

（３）建物配置図

物品倉庫

第２車庫

宿泊研修所

第２グラウンド

陸上競技場

プール付属家

実験棟

実習棟

学生教職員食堂

１

３

４

５

２

１

６

８７

９

（2）建物配置図



熊本高専 「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

 

 

 

「生産システム工学」教育プログラム 

履修の手引き 

 

 

（2018年度 専攻科入学生対応） 

 

 

 

革新する技術，創造する未来  

〜 夢へ翔る熊本高専〜 

 

 

 

２０１８年４月 

熊本高等専門学校 
（八代キャンパス） 

 





− 1/33 −

熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

熊本高専 「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き
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.はじめに ２

２.本校の と目的 ２
２- 熊本高専の と目的
２-２ 「生産システム工学」教育 ロ ムの目的

３.「生産システム工学」教育 ロ ム ２
.「生産システム工学」教育 ロ ムの目指す専門工学

５.「生産システム工学」教育 ロ ムの 対 者 ５
６.専攻科 学と ロ ムの ……………………………………………… ５

６- 専攻科 の 学資 と 要
６-２ 専攻科 学と「生産システム工学」教育 ロ ムの
.「生産システム工学」教育 ロ ムの学習・教育 目標 ５

- 「生産システム工学」教育 ロ ムの教育の
-２ 「生産システム工学」教育 ロ ムの学習・教育目標及び学習・教育 目標
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１

の産業技術は， や 境を えた 化が に進 ， ら る分野において複合化・融

合化が進んでいます。しかも， 々高度になっています。産業技術は人間社会や自然環境に を

及 しますから，社会環境と自然環境が を ちながら 生していくことについて配慮すること

も求められています。

産業技術を駆使して「 」 の の です。したがって，産業技術の

複合化・融合化が進 現代では， 専門 工学の

工学の 生 き

き が

求められています。

熊本高専八代キャンパス（ 本校）では，これからの社会の要 に応えられる技術者教育を実

するために，これまでの教育システムを して，本科５年間と専攻科２年間の 年間を通した

「八代キャンパス 総合教育 ロ ム」を 定して， 成 年度より実 しています。総合教育

ロ ムでは，本校の と教育目標のもとに，本科 ，２年を 人としての基盤 成 ，本

科３年を 専門基礎の としています。そして本科 年から専攻科２年までの 年間を，

専門 の の と えて， い専門分野に まら 工学の基礎となる幅広

い知識と技術を 実に身に付けるための 年間を した「生産システム工学」教育プログラム

（ 教育プログラム ）としています。この教育 ロ ムでは， 年間の学習・教育

を通して技術者教育の 準を 定する 本技術者教育 定機構（Japan Accreditation Board

for Engineering Education : JABEE ２ ージ ）の「工学（融合複合・ 域）分野」基準

に適合したカ キュ ムを設定しています。

学生 は，この の をよく んで，教育 ロ ム 生としての要 をよく し，

学に んでください。

２ 本校の

熊本高専では， に すよ な「熊本高専の と目的」「「生産システム工学」教育 ロ

ムの目的」を ています。

２-１ 熊本高専の （ ）

 [ ]

本校 専門 の の

の育 科学 の

 [ ]

本校 専門 育

- 生産システム工学」教育プログラム

本教育プログラム 産 の 対応 の 「

手」 き 高度 育

この教育目標に る 自立した実践的技術者 とは，「 複 的な視点から技術を し，実践の

場において，地域・社会のニーズに応え，アイデアを実現できる能力を備えた技術者 」です。

２ ２に したよ に，生産システム工学教育 ロ ムは 融合化・複合化が進 モノづくり

の現場で「 ， 」を実 できる自立した実践的高度技術者を育成する ことを目標

としています。

もち ん，これまで本校が実 してきた５年間 の本科教育による工学の基礎学力の定 と，

本科教育で身につけた基礎学力を に 実さ る２年間の専攻科教育の は，これからも

を けながら されます。
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化と融合化・複合化が進 ， 々高度化するモノづくりの現場で活 できる実践的技術者を

育成するためには， のよ にこれまでの本校での教育の を生かしながら，「本科４年

専攻科２年 の４年 教育プログラム」が求められるよ になっています。

この 年間の教育 ロ ムが熊本高専八代キャンパスの教育プログラムです。

JABEE では，高専， 学を ，技術者教育の 準を ・ 定します。JABEE

教育プログラムの 生 修 本

の の 。本校の本科お

よび専攻科のカ キュ ムは， 年間の教育 ロ ムが JABEE の「工学（融合複合・ 域）」

分野の基準に適合するよ に設計されています。

本校の教育プログラムの修 専攻科修 生は「応 学」分野での 習技術者の

資 が できます。

専攻科の生産システム工学専攻では、「準学士課程における機械知能系，建築社会デザイン系，

生物化学系の れかの複合 専門を基礎として、モノづくりの基盤をデザインしこれを展開して、

的な視点に立ったイノ ーシ ン 成を ことのできる高度な開 技術者及び地域産業の

展に貢献できる技術者の育成」を目的としています。本科の複合 専門を基礎として、 つの教育

ロ ムとなるよ に 通 科目を配置するとともに， 人 人の学生の とする専門 域

の実践力を める専門 科目を設定しています（ ２）。

- -

１ 2 3 A2A１54

PBL 

(Problem/Project Based Learning)
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.「生産システム工学」教育プログラムの教育システム

学

教

育

グ

モノづくり，システムづくりの実践の場で

技術と技能と社会と環境を統合的に考える体系

４.「生産システム工学」教育プログラムの 専門工学

熊本高専八代キャンパス（ 本校）は， 年（ 年）に機械工学と電気工学を融

合した「機械電気工学科」，情報工学と電子工学を融合した「情報電子工学科」および土木工学と

建築学を融合した「土木建築工学科」の３つの複合学科で 八代高専として設立されました。その

後 成 年には生物学と化学を融合した「生物工学科」が加 り， 成６年には機械電気工学科と

情報電子工学科を基盤とする「生産情報工学専攻」，土木建築工学科を基盤とする「環境建設工学

専攻」および生物工学科を基盤とする「生物工学専攻」の３専攻科が設立されました。現 では熊

本高専八代キャンパスとして，

学科 専攻の となっていま

す。このよ に，本校は設立

から する 分野の基礎と専

門を に しながら， で

複 的な視野を備えた実践的技術

者を育成する ことを教育の と

した「融合・複合」の をもっ

た高専で り，この は JABEE の

「融合・複合」 域の えと

じです。このよ な設立 か

らの 統や資産を 慮して本校

ロ ムの学習・教育 目標は

設定されています。

本教育 ロ ムでは，どのよ

な分野の技術者にも 通して求

められる ミュニケーシ ン，地

的視野，技術 ，基礎工学な

どの基礎能力を身につけるととも

に，各自の となる専門工学を

めるよ に教育システムを工 し

ています。 ３は本校 ロ ム

の目指す専門工学と，それを 成

するための教育システムを して

います。

「生産システム工学」の目指す

専門工学の定 は，

「機械工学」，「電気電子工学」，

「建築学」，「土木工学」，「生

物工学」，「応用化学工学」の専

門工学について、「機械工学」と

「電気電子工学」，「建築学」と

「土木工学」，「生物工学」と

「応用化学」のよ にそれぞれ２

つの専門工学が複合した機械知能系，建築社会デザイン系，生物化学系の れかの複合 専門を基

礎として、生産 の工学的応用に 複合工学です。

この本校教育 ロ ムの目指す専門工学の定 は， い えると「 」で り，

複 的視点に立って工学的に を目指すモノづくり工学 で り，社会（ や地域社会）

の貢献と，環境 配慮した 社会と環境 けられたモノづくり工学 です。

この様に，本校の教育 ロ ムでは，本科 年から専攻科２年までの 年間の学習で，各自の

専門技術とその 技術を めて，社会と環境に目を けて複 的な視点から を すること
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のできる「複 ・モノづくり」専門工学が できるよ に設計されています。

教育 ロ ムは，本科 ，５年及び専攻科 年，２年の 年間の学習で構成されていますので，

「本科３年を し 年 に進 した者」および「高校等から 年 に 学した者」 が ロ

ム 対 者となります。

って，本科 年 の進 は，教育 ロ ム の 学となります。そして，本科 年，５年の

２年間の学習は本教育 ロ ムの前 の課程，専攻科 年，２年の２年間の学習は ロ ムの

後 の課程となります。

対 者は本科 年から専攻科２年までの 対 間の学習について，教育 ロ ム ー

トフ オ（ 資 （３ ージ）の「学習等 成度 」）に し， 成度の自 点 を

こととしています。

-

本校の専攻科に 学できる者は，本校の学 ５２ に専攻科の 学資 として 定さ

れています。専攻科 修 ８ 教育プログラムの修 の 「1.

学 の学 の 」 の教育プログラムの修

-

５ で したよ に，教育 ロ ムは本科 年から専攻科２年までの 年間の学習で構成され，

「本科３年を し 年 に進 した者および高校等から本校の 年 に 学した者 」を

ロ ム 者として 定しています。

しかし，本科を卒業する学生の進 は多様で，専攻科 の 学では のよ なケースが ります。

（ ）本校を卒業して，本校専攻科に 学する者

（２）本校を卒業して 度 し，その後本校専攻科に 学する者

（３） の高専等を卒業して本校専攻科に 学する者

このよ に，専攻科 の 学には 々なケースが りますので，「履修 の 」 本校専

攻科入学 。

この にも，本校卒業後に 学等の の高等教育機関に進 者もいます。この場合には， 学

先の 学が設定する ロ ムの 対 者となる 能性が高くなります。

本科４年 の学生 学 教育プログラムの履修

生

なお，上 （３）の「 の高専等を卒業して本校専攻科に 学する者」は，本教育 ロ ム

の となります。 学生が， 前に した および本教育 ロ ムの学生が

の高等教育機関で した の り いについては， ージの -３ を して さい。

-１. 「生産システム工学」教育プログラムの教育の

教育 ロ ムでは，２ ージの 生産システム工学」教育プログラム に た 産

業構 の複 化・多様化に対応し，モノづくりの現場で「 ， 」を実 できる自立

した実践的高度技術者 を育成するために， の２つを教育の としています。

I  

II  
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このため，教育 ロ ムでは， の「学習・教育 目標」として設定しています。学習・

教育 目標は，６ 目の と，それぞれの 目標を 成するための，より具体的な 目標

から構成されています。各教科のシ バスには，この「学習・教育 目標」との対応と，後 す

る の 通基準との対応が されています。

-２.「生産システム工学」教育プログラムの学 教育 学 教育

(１) 本 の シ ン き

1-1 本 の き

1-2 の

1-3 の き き

(２) ICT 本 工学 の応

2-1 ICT き

2-2 専門工学 の き

( ) の の の専門 高度

産 の き

3-1 学 科学の 専門 の き

3-2 専門 の き

3-3 工学 き

3-4 の き

(４) の

4-1 き

4-2 の き

4-3 の き

4-4 グ プ の の ン き

 ( ) の 対 の

5-1 科学 き

5-2 の き

( ) き

6-1 の き

6-2 専門 の の 応 の ン

き

6-3 学 学 き

- . JABEE の 学 教育 き

 JABEE では， ロ ム 生が身につける具体的な学習・教育す き知識と能力を の（ ）

から（i）の 9 目に設定しています。この ち， 基準は「工学（ ） 」
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の です。

(a) の

(b) 対

(c) 学 科学 応 き

(d) の専門 応 き （

1(2)(d) ）

 (e) の科学 の の ン

(f) 本 等の シ ン

シ ン

(g) 学 き

(h) の

(i) ム の

2.1(1) [工学（ ） の ン ング

「 学 科学 科学 」 工学の

基礎工学といて， 設計・システム科目 ， 情報・ 系科目 ， 材 ・バイオ系科

目 ， 力学系科目 ， 社会技術系科目 の５ からなり，各 から なくとも 科目，

合計 ６科目についての知識と能力

1(2)(d)

(1)専門工学（工学（ ） 専門工学の 学 ）

の

(2) の工学の

工学

(3)工学の

(4) の 対応

 6 ージに した教育 ロ ムの６ 目の学習・教育 目標と，JABEE 基準の(a)から(i)の具

体的な学習・教育す き知識と能力との対応を にすると， のよ になります。

１ 「生産システム工学」教育プログラムの学 教育

JABEE の学 教育 き （a〜i）の対応

対応 対応

1-1

1-2

1-3

2-1

2-2

3-1

3-2

3-3

3-4

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2

6-1

6-2

6-3

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
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教育プログラム 修 専攻科 修 の の

学習・教育目標と科目との対応，および 成度 と 基準の関 については ３と ３

- から ３ -３（ ３ ージ）を して さい。また，科目 分 については

２を して さい。

の の ２. ８.の 専攻科の修 の （

） の 専攻科 修 き

1. 
2. 124

3. 研究 表 表

4. 
5. 表
6. 表

システム ， ，

学 ， 技術

7. 表 別 表

評価

専 工学の

の工学の 技術 ， ，工

学 ， する

工学の 技術 ，創造 ， ， する

技術 する の ， する

8. の ， す す る

表 .
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学 教育 の 度 科

9-１.JABEE 対応 科 の   

 JABEE では，学習・教育す き知識と能力の （ ） （i）に対応する科目 を 定していま

すので，本校の教育 ロ ムでは科目構成を の つの 分に分 しています。

人文・社会科学（ 学を ）

２ 学・自然科学・情報技術

３. 基礎工学

専門工学

３に， 成２ 年度の専攻科 学者に対応したこれらの科目 分 を しています。

３ ３では，それぞれの学習・教育 目標 とに本科 年から専攻科２年までの 年間

で することのできるす ての科目が されています（ では，専攻科での開 科目を シ

ク体で しています。）

各科目の ， 業時間 そして具体的な目標や 基準などの しい については，各科

目のシ バスを てください。

３に， 成２ 年度専攻科 学生に対応した，本校の教育 ロ ムの学習・教育 目標（ -

２ ，６ ージ）のそれぞれの「 目標」と，具体的な「 目標」，それぞれの 目標の

基準と科目 分 を しています。

また， ３ の ３には，それぞれの学習・教育 目標に対応した各学科・系の科目 が

されています。

３にはまた，総合 基準として本校の教育 ロ ムの 要 も しています。 要

の については （ ージ）に しましたが，JABEE プログラム 科 の

修 学 の ン ンシ プの

の の「 度 」 「科 」の の

本科および専攻科で開 されている科目は，学習・教育 目標の 成や 要 の のた

めに， つかの 分に分 されています。 ３ の ３では， つ つの科目が ３の学

習・教育 目標のそれぞれの 目標に 体的に対応する場合は で，付 的に対応する場合

は で されています。 って，それぞれの科目が複 の 目標に対応されています。 つ

つの科目と本校の学習・教育 目標および JABEE 基準との対応は，シ バスにも されてい

ます。

なお， 成 27 年度の カ キュ ムの により，専攻科 の 学年度によって対 科目

が なりますので， な場合には各系の専攻科 に い合 て さい。また，本校 か

らの専攻科 の 学生で，専攻科 学前に した の いについては ５ ージを して

さい。
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熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

学 教育 の 度 （ 27年度対応 ）                                                                 

学 教育
学 教育

JABEE

度 科

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有

し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技

術
者

1-1 
F-1 

本
の

き
f 対応 科 科 科 修

1-1,2,3 対応 科 科学（ 学
） 科

1-2 
F-2 

の
f 対応 科 ４科 科 修

1-3 
F-3 

の
き

き
f 対応 科 科 ８科 修

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICT

き

c
(d)-(2)

対応 科 科 科 修  2-1 対応 科 科

2-2 
B-2 

専
門工学 の

き

(d)-(2) 対応 科 １科 科 修
2-2 対応 専門工学科 (2) の工学の

工学 科

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
高
度
な
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技

術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学 科学の
専門 の

き
c 対応 科 ８科 科 修

3-1 対応 科 学 科学 科

3-2 
C-1 

専門 の

き
2.1(1)

対応 科 科 工学 科 の
科 １科 科 修

工学
システム 科

生産システム 生産 ン
科

応 科学
科

工学 生 科学
学 科
応 学

科
科学 科学

3-3 
C-2 

工学
き

(d)-(1)
(d)-(3)

c

対応 科 ８科 １４科 修 3-3 対応 専門工学科 (1)専門工学の
科

3-4 
C-3 

の き

(d)-(2)
h
g

対応 科 科 科 修
3-4 対応 専門 学科 (2) の工学の

工学
科

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び

社
会
性
・
協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術

者 4-1 
A-1 

き

a
b

対応 科 科
4-1,2,3 対応 科 科学（ 学
） 科

4-2 
A-2 

の

き

a
b

対応 科 ２科 科 修

4-3
G-1 

の
き

i
対応 科 ２科 科 修

4-3,4 対応 科 ム 科
4-4 
G-2 

グ プ の
の ン

き

i
対応 科 ２科

広
い
視
野
と
技

術
の
あ
り
方
に

対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
、社

会
へ
の
貢
献
意

識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学

き

b
a

対応 科 ２科 科 修
5-1,2 対応 専門工学科 (4)

の 対応 科
5-2 
D-2 

の

き

(d)-(4)
対応 科 ２科 科 修

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決

に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

の
き

(d)-(3)
e

対応 科 １科 科 修
6-1 対応 専門工学科 (3)工学の

科

6-2 
C-4 

専門 の

の 応
の ン

き

e
h

(d)-(4)
i

対応 科 ４科 6-2 対応 科 ン 科

6-3 
E-2 

学
学

き

g
h

対応 科 科 科 修
6-3 対応 科 学 き 科
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熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

学 教育 の 度 対 科 （ 27年度対応 ） （生産システム工学専攻   ）    

学 教育
学 教育

JABEE
度 対 科

    本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者

1-1 
F-1 

本
の き

f （ ） （ ） （ ）
ス シ ン （ ）

（ ）
応 プロ （ ）

1-2 
F-2 

の
f

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

技術 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

応 プロ （ ）

1-3 
F-3 

の
き

き
f

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

技術 （ ）
卒業 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICT

き

c
(d)-(2)

応用 学（ ）
情報 ）
情報 （ ）

（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）
（ ）

プログラ ング（ ）

2-2 
B-2 

専門工
学 の

き

(d)-(2)
情報 （ ）
情報 （ ）
機械知能システム工学実 （ ）

（ ）
生産システム工学 （ ）

（ ）
（ ）

（ ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
能

力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技
術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学 科学の
専門 の

き
c

の 学（ ）
の応 （ ）

応用 学（ ）
応用物 （ ）
材 力学（ ）
力学（ ）
体力学（ ）

（ ）
応 （ ）

学（ ）
物性工学（ ）

（ ）

3-2 
C-1 

専門 の

き
2.1(1)

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

生 科学（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）

科学（ ）
生産システム （ ）
生産 ン （ ）

工学（ ）

3-3 
C-2 

工学
き

(d)-(1)
(d)-(3)

c

計測工学（ ）
電気 気学（ ）
機械力学（ ）
材 力学（ ）

力学（ ）
体力学（ ）

体現 （ ）
制御工学（ ）
マテ アル学（ ）
総合設計（ ）

（ ）
性加工（ ）

エ ル ー 工学（ ）
体力学（ ）

デジ ル信 （ ）
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

環境エ ル ー技術（ ）
機械 動学（ ）

システム（ ）
生体工学（ ）
ノテクノロジー（ ）

ソフトウェア工学 （ ）
（ ）

画 （ ）

（ ）
設計工学（ ）

体力学（ ）
動 （ ）

動 （ ）
高電 工学（ ）
物性工学（ ）
電 気現 （ ）

産 （ ）
（ ）

応 プロ （ ）
設計工学（ ）

エ ル ーシステム（ ）
機能材 （ ）
デジ ル制御（ ）
ン 工学（ ）

3-4 
C-3 

の
き

(d)-(2)
h
g

総合実習 （ ）
機械知能システム工学実 （ ）

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２

（ ）
生産システム工学 （ ）

（ ）
（ ）

応 プロ （ ）

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調

性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

き

a
b

（ ）

学（ ）
本 代 学（ ）

学（ ）
学（ ）

（ ）
（ ）

（ ）
の 学 （ ）

（ ）

4-2 
A-2 

の
き

a
b

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

4-3 
G-1 

の
き

i ン ンシ プ（ ）
進 ミ ー( )

（ ）
ン ンシ プ（ ）

ン （ ）
技術イン ーン（ ）

（ ）
イン ーンシ （ ）

技術イン ーン（ ）
（ ）

イン ーンシ （ ）

4-4 
G-2 

グ プ の
の ン

き

i ス 科学（ ）
ン ンシ プ（ ）

科学（ ）
ン ンシ プ（ ）

イン ーンシ （ ） イン ーンシ （ ）

広
い
視
野
と
技
術

の
あ
り
方
に
対
す

る
倫
理
観
を
身
に

付
け
、
社
会
の
貢
献

意
識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学

き

b
a

科学 代 （ ）
学（ ）

生産システム（ ）

（ ）
生 科学（ ）
科学 （ ）

産 （ ）
科学（ ）

生産システム （ ）

5-2 
D-2 

の

き

(d)-(4)
ン ンシ プ（ ）

（ ）
ン ンシ プ（ ）

（ ）
科学 （ ）
ン （ ）

イン ーンシ （ ）

産 （ ）
イン ーンシ （ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決
に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

の
き

(d)-(3)
e

総合実習 （ ）

総合設計（ ）
性加工（ ）

エ ル ー 工学（ ）
体力学（ ）

デジ ル信 （ ）
ロ トテクノロジー（ ）
ン ュー ト ーク（ ）

設計工学（ ）
体力学（ ）
動 （ ）
動 （ ）

高電 工学（ ）
電 気現 （ ）

（ ）
（ ）

技術イン ーン（ ）

産 （ ）
設計工学（ ）

エ ル ーシステム（ ）
ン 工学（ ）

プログラ ング（ ）

6-2 
C-4 

専門 の
の

応 の
ン き

e
h

(d)-(4)
i

機械設計 （ ）
総合実習 （ ）

工学 （ ） ２

工学 （ ） ２

マテ アル学（ ）
生産システム（ ）

加工（ ）
構 計算力学（ ）
シーケンス制御（ ）
電気電子デバイス（ ）
デジ ル （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）

（ ）
応 プロ （ ）
機能材 （ ）
デジ ル制御（ ）

6-3 
E-2 

学
学 き

g
h

機械知能システム工学実 （ ）
工学 （ ） ２

工学 （ ） ２
（ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

１ シ の科 学科 専攻 科 ２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）
の科 科

修
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熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

学 教育 の 度 対 科 （ 27年度対応 ） （生産システム工学専攻 ）    

学 教育
度 の

JABEE
度 対 科

    本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 
F-1 

本
の

き

f 研究 特別研究 特別研究Ⅱ

1-2 
F-2 

の
f

Ⅱ

1-3 
F-3 

の
き

き

f
研究

Ⅱ

特別研究Ⅱ

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お

よ
び
工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身

に
付
け
た
技
術
者

2-1 
B-3 

ICT

き

c
(d)-
(2)

学
工学

（ ）

（ ）

2-2 
B-2 

専
門工学 の

き

(d)-
(2)

工学
工学

工学
工学
研究

特別研究 特別研究Ⅱ

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持

た

技
術
者 3-1 

B-1 

学 科学の
専門 の

き

c 造 学

学

学 特別研究Ⅱ

3-2 
C-1 

専門 の

き

2.1(1) Ⅱ

工学

工学
工学

3-3 
C-2 

工学
き

(d)-
(1)
(d)-
(3)
c

造 学

システム

工学

学
学
工学

工学

造工学

工学

研究

  

工学 工学
シ グ

工学
システム

特別研究

造 学
学

工学
工学

特別研究Ⅱ

学
工学
工学

3-4 
C-3 

の き

(d)-
(2)
h
g

工学

IT

Ⅱ

工学

研究

工学
特別研究

特別研究Ⅱ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・

協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

き

a
b

（ ）

4-2 
A-2 

の

き

a
b

Ⅱ

4-3 
G-1 

の
き

i
研究 （ ）

特別
研究 （ ）

特別
Ⅱ（ ）

4-4 
G-2 

グ プ の
の ン

き

i
（ ） Ⅱ（ ）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ

り
方
に
対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
た
技
術
者

5-1 
D-1 

科学

き

b
a

工学

工学 （ ）

（ ）

工学 工学

5-2 
D-2 

の

き

(d)-
(4)

工
工

（ ）

（ ）

（ ）

Ⅱ（ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 の

き

(d)-
(3)
e

システム

工学

工学
工学
シ グ

工学
研究

研究

6-2 
C-4 

専門 の

の 応
の ン

き

e
h

(d)-
(4)
i

IT

Ⅱ

工学 工学
生工学
工
造

造
工

（ ）

工学
工学

学
（ ）

特別研究Ⅱ

工学
工学

6-3 
E-2 

学
学

き

g
h

工学

Ⅱ

工学

工学
研究 特別研究

特別研究Ⅱ

１ シ の科 学科 専攻 科   
２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）

の科 科
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熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

学 教育 の 度 対 科 （ 27 年度対応 ） （生産システム工学専攻 生 学 ）     

学 教育
度 の

JABEE 度 対 科

本科４年 本科 年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 

F-1 

本

の き
f （ ）

（ ）
生 工学 （ ）
レ ンテーシ ン（ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

（ ）
応 プロ （ ）

1-2 

F-2 

の
f

（ ）
（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

応 プロ （ ）

1-3 

F-3 

の

き

き

f
（ ）
（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）

（ ）
科学 （ ）

ス シ ン （ ）

（ ）

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お
よ
び

工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身
に
付
け

た
技
術
者

2-1 

B-3 

ICT

き

c
(d)-(2) ）

応 学（ ）
（ ）

ロ ミン 応用（ ）

応 科学（ ）
応 学（ ）

情報通信技術（ ）

デー マイニン （ ）
計算機 ロ ミン （ ）

2-2 

B-2 

専門工

学 の

き

(d)-(2)

生 学 （ ）
（ ）

工 （ ）
( ）

（ ）
生 工学 （ ）
デー ース （ ）

( ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

自動制御技術（ ）
電子計測技術（ ）

（ ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関

す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持

た
技
術

者

3-1 

B-1 

学 科学の

専門 の

き

c

の 学（ ）
の応 （ ）

生 学（ ）
学（ ）

学 （ ）

応 学（ ）
応 （ ）

学 （ ）
レ ンテーシ ン（ ）
基礎（ ）

（ ）

応 （ ）
学 ）

（ ）

3-2 

C-1 

専門 の

き

2.1(1) 工 （ ）
科学（ ）
システム（ ）

学工学 （ ）

生 科学（ ）
応 科学（ ）

応 学（ ）
自動制御技術（ ）

科学（ ）
生産システム （ ）
生産 ン （ ）

工学（ ）

3-3 

C-2 

工学

き

(d)-(1)
(d)-(3)

c

生 学 （ ）
生 学（ ）

ンパ 学（ ）
学（ ）
学（ ）

学工学 （ ）

（ ）
工学 （ ）

生 工学（ ）
生 情報 （ ）
食品学 （ ）

機能工学（ ）

（ ）
分子 生物学（ ）
機化学（ ）
機 応化学（ ）

生物化学（ ）
電 気現 （ ）

産 （ ）
（ ）

応 プロ （ ）
工学 （ ）

応用生物化学（ ）
計算機 ロ ミン （ ）

3-4 

C-3 
の

き

(d)-(2)
h
g

（ ）
生 学 （ ）

（ ）
生 工学 （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調
性
を
身

に
付
け
た
技
術
者

4-1 

A-1 
き

a
b

（ ）
複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

本現代文学（ ） 文学（ ）
学（ ） 学（ ）

歴史と文化（ ）社会と （ ）
地域 （ ）

の 学 （ ）
文化 （ ）

4-2 

A-2 

の

き

a
b

（ ）
（ ）

総合 （ ）
総合 （ ）

（ ）
ス シ ン （ ）

ス シ ン （ ）

文化 （ ）

4-3 

G-1 

の

き

i
科学 代 （ ）
イン ーンシ （ ）

（ ）

歴史と文化（ ）
イン ーンシ （ ）

エンジニア実践 ミ ー（ ）
イン ーンシ （ ）

技術イン ーン（ ）
実習 ミ ー（ ）

イン ーンシ （ ）
技術イン ーン（ ）
実習 ミ ー（ ）

4-4 

G-2 

グ プ の

の ン

き

i
ス 科学（ ）
イン ーンシ （（ ）
複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

科学（ ）
イン ーンシ （ ）

イン ーンシ （ ） イン ーンシ （ ）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ
り

方
に
対
す
る
倫
理
観
を
身

に
付
け
た
技
術
者

5-1 

D-1 

科学

き

b
a 科学 代 （ ）

学（ ） 生 学（ ）
科学（ ）

技術関連 （ ）

（ ）
生 科学（ ）
科学技術者と （ ）

産 （ ）
科学（ ）

5-2 

D-2 

の

き

(d)-(4)
イン ーンシ （ ）

社会と （ ） 生 学（ ）
工学（ ）

技術関連 （ ）
イン ーンシ （ ）

（ ）
科学技術者と （ ）
エンジニア実践 ミ ー（ ）
イン ーンシ （ ）

産 （ ）
イン ーンシ （ ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
技
術
者

6-1 

E-1 
の

き

(d)-(3)
e

生 学（ ）
生 学 （ ）
生 学工学（ ）
ンパ 学（ ）

学（ ）
工 （ ）

生 情報 （ ）食品学 （ ）
応用生体分子（ ）医薬品工学 （ ）
分 技術（ ） 機能工学（ ）
応用食品学（ ）分 技術 （ ）
電子素子（ ）材 工学（ ）

基礎（ ） ロ ミン 応用（ ）
パ ーン 識（ ）
ソフトウェア工学 （ ）

（ ） 画 （ ）

分子 生物学（ ）
応用 生物学（ ）
生物化学（ ）
機化学（ ）
機 応化学（ ）

自動制御技術（ ）
電 気現 （ ）
情報通信技術（ ）
電子計測技術（ ）

技術イン ーン（ ）

産 （ ）
工学 （ ）

応用生物化学（ ）
環境分 化学（ ）
ロ ス化学（ ）

デー マイニン （ ）
計算機 ロ ミン （ ）

技術イン ーン（ ）

6-2 

C-4 

専門 の

の

応 の

ン き

e
h

(d)-(4)
i

生 学工学（ ）
学工学 （ ）

複合工学 ミ ー （ ）
複合工学 ミ ー （ ）

工学 （ ） 生 工学（ ）
学工学 （ ）分 技術 （ ）

応用食品学（ ）医薬品工学 （ ）
材 工学（ ）分 技術（ ）

機能工学（ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

応用 生物学（ ）
成実践 ミ ー（ ）

（ ）
応 プロ （ ）
環境分 化学（ ）
ロ ス化学（ ）
工学 （ ）

6-3 

E-2 

学

学 き

g
h

生 学 （ ）
（ ）

（ ）
生 工学 （ ）

生産システム工学 （ ）
（ ）

（ ）
応 プロ （ ）

１ シ の科 学科 専攻 科   
２ 科 の 学科 のテ （４年 年対 ）

の科 科
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10.科 履修
10-１ 履修

計画は，教育 ロ ムの 要 （ ージ）を 分 まえた計画としなけれ なりま

ん。

本教育 ロ ムは，本科を卒業して専攻科を することが要 となっていますので，

に しては 然，本科の卒業要 ，専攻科の 要 ，さらに 学 ・学 機構による学

要 を 慮に れて科目 の 計画を立てることが 要です。

10-２ プログラム の

各 業科目の 定は，６ ージの教育 ロ ムの学習・教育 目標（ ） （６）と，

ージの JABEE 基準の学習・教育す き知識と能力の （ ） （i）との対応を 分に

慮して，科目 とに定められた 業目標と 目標に しているか かによって 定されます。

目標に していれ 合 として 定がなされます。

本科および専攻科の各教科のシ バスには，本校の学習・教育 目標の（ ） （６）の

目標と JABEE 基準の（ ） （i） の対応が されています。本校の学習・教育 目標と

JABEE基準の学習・教育す き知識と能力の対応は ージの を してください。

後で しますが，本校では本科と専攻科とそれぞれ 立して各 業科目の「 」を 定して

います。しかし，教育 ロ ムは 本科と専攻科を連 さ た教育 ロ ム ですので，

をさけるために， のよ に の 味を定 して します。

 本科 本科 科 の修 １ 年度 ０ の

１ 年度 ０ の

 専攻科 専攻科 科 の修 ０ の

 プログラム 教育プログラム

プログラム ０ 専攻科

プログラム 等

10- . の高等教育 等 修 入学生 入 修 の

教育 ロ ム 対 間（本科 ，５年及び専攻科 ，２年）に する 間 に

学などで した については， として，本校の ロ ム としては現 めて

いま ん。しかし，実 時 の や 基準が 開されているなどの を 慮して，専

攻科 会で 々のケースを して ロ ム として める場合も りますので，

については専攻科 に してください。

工業高校等（ 業高校を ）及び 通高校から本科 年 に 学した場合， 学前に

した は本校の ロ ム としては めていま ん。

専攻科 学資 （５ ージ ）を たした本校 の 身者で本校専攻科に 学した（本

校教育 ロ ムに してきた）場合や，本校本科の 身者で 成 ５年度 前に本

科 ，５年の を して本校専攻科に 学した場合，本校専攻科 学前の 身校で

した については，本校の ロ ム として のよ な の で，教 会にお

いて 定の 定を います ， 学 修 の の の ，

の専 修 のシラ ス す

JABEE

） 教育 ロ ムに られた科目 に する科目については， 身校の JABEE 教育

ロ ムの をそのまま本校の ロ ム として めます。また，シ バス

等により 等と できる科目で っても JABEE 基準の対応に の る 科目に

ついては，２２ ージの 資 ２に す によって，学習・教育 目標の

成度 において，本校の教育 ロ ムに られた科目として の対 とする

場合が ります。

２） 教育 ロ ムに られた科目 に しない科目については，本校の ロ ム

としては めま ん
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JABEE

） 教育 ロ ムに られた科目 に する科目で，その が６ 点 上の科目

については，本校の ロ ム として めます。

２） が６ 点 の科目については，専攻科 学後，２２ ージの 資 ２に す

要 に って関 科目 教 が します。各々 点 点とし，６ 点 上

を合 とします。各々の 点をもって 点として，専攻科 会において本校の

ロ ム として 定します。

３） ただし， が６ 点 上の 点で した科目で っても，学力 の 点など

を に 定して ，レ ートおよび による 定を 場合が ります。

） 教育 ロ ムに られた科目 に しない科目については，本校の ロ ム

としては めま ん。

） 成 ５年度までは，本科 の合 基準が５ 点 上，専攻科 の合

基準が６ 点 上となっています。これにより，本科では 点５ 点 ６ 点が

「 」，６５点 点が「 」， 点 上が「 」として 定されています。

，専攻科では 点６ 点 ６ 点が「 」， 点 点が「 」， 点

上が「 」と 定されています。

２） 教育 ロ ムでは ロ ム の合 基準を６ 点としていますので，専攻科で

した専攻科 は，そのまま ロ ム として 定されます（つまり，専攻

科 と ロ ム は 等です）。 ，本科 では， 成 ５年度までに

した「 」 定の科目の ち，６ 点 （５ 点 上５ 点 ）で した

３と に す ロ ム対応科目の本科 については，そのままでは ロ ム

として められま ん。

３） しかし，このよ な科目を持つ教育 ロ ムの 対 者（ 定者を ）に対し

ては， 準の を たすため，２２ ージの 資 ２に す要 に って教

育 ロ ムとして が 能です。

） は，専攻科 学後に実 能です。 を する学生は， または各科

の専攻科 に してアドバイスを受けた上で， を 要とする教科の 教

に し てください。 の ，教育 ロ ムの 準に したと さ

れた科目は，専攻科 会で の上， ロ ム として 定します。

の スの ， の す

10-４.本科４年 年 修 プログラム の

本科の５年で卒業し， の高等教育機関に する場合は， 学する学校の JABEE ロ

ム の となります。この場合，学校によっては，本科の 年と５年で した ロ

ム を受け れて える場合が ります。 しくは， 学先の教育機関の 学 を し

た がよいでし 。

入学 入学 プログラム の 本校

科の専攻科

本科 学年 ４年

科 ４年 修

４年 科 の 専攻科入学 「生産システム工学」教育プログラムの

プログラム 本科４年 の 本科 の 修 の

プログラム



− 16/33 −

熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 
熊本高専 「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き

11 学 の
本科では 分の ， 習，実 を ５ 実 して としていますので，

たりの実 業時 は３ 時間となります。

専攻科では ５ を基本として， は 分， 習は ２ 分，実 実習

（ を ）は ３ 分の実 時間で２ としています。したがって，専攻科では

たりの 業時間は 科目で ５時間，実 ，実習， 習科目で３ 時間となります。

ただし，学 の え では， ５時間ですので， に する時間は各学生の自学自

習時間となります

本校の教育 ロ ムに する 人 人の学生の学習時間は，本科 専攻科

します。

本科では， たりの 時 が ５ の実 の ５ 上で ること。つまり，１

２４ プログラム の です。こ

れを本校の教育 ロ ムの ロ ム 定のための「 業時 」とします。本科では，

学年 の進 定会 で 人 人の 業時 を て ロ ム 定を ので，

な

どの 置を受けて さい。

専攻科にもこの基準は適用され， ５ の実 の ５ 上の （ 科目は２

たり 課 が３ で， ２ 時間 上の受 ）で ロ ム を 定します。や

を ない により 業時 を た ない場合は， を受けた えで，各 教

による を受 して さい。

12 のテ 教
専攻科 は， 学 ・学 機構の を受けた専攻科 教

（ 「指 教 」とい 。）から されるテーマの から 味 るテーマを し，

に配 され，指 教 の指 のもとに実 されます。 教 の の テ

専攻科入学 の ンス

テーマの と指 教 の配 は， として，専攻科 学後の イ ンス 間に のよ

な で い，専攻科 会で します。 は，２ ージからの 資 ３を にして

さい。なお，指 教 は， 人で る場合や 教 を めた ルー で る場合が ります。

また，指 教 は， の として を います。

特別研究

(1) の指 は， 学 ・学 機構による を受けた指 教 が いま

す。 
(2) 指 教 は， 指 上 要な場合，指 教 を する教 （ ， 教 と

い ）と で の指 に たることができます。 
(3) 教 は， 教 の から することができます。 
(4) 指 教 は， となり， 学 ・学 機構の を受けた となる教

を 定し， の を います。
特別研究 研究

(1) 学生は，指 教 が する専攻科 テーマについての イ ンスを受けた

後， テーマ，配 の を各専攻の専攻科 して さい。 
(2) 各専攻の専攻科 は，学生の を りまとめ，学科 で 整の え，学科

の を て，学生の テーマ，配 の を専攻科 会 します。 
(3) 専攻科 会は，学生の テーマおよび配 を します。 
(4) 配 定後，や を ない な 情により配 等を する 要が生じた場合

には， 度(２)，(３)の きをとるものとします。（年度 の も ）
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13 学 の学 の
学 は「 学 ・学 機構」とい によって えられます。

学士の学 の を受けよ とする者は，学 ６ の 定に基づく学士の学 の

に関する 程（ 成 年 ）に基づき，「 学 学 機構」の定める様

に って，学 の成 等の 要 を 10 上 に「 学 ・学 機構」に し，「

学 ・学 機構」の 学 の成 等の または に合 することが 要です。

に合 した学生には「 学 ・学 機構」より学士の が されます。

本校本科または 高専等の 年 上の科目を し，専攻科生産システム工学専攻の

要 を たして「 学 ・学 機構」に学 をおこない される学士の学 は，

に す６つの専攻の 分 とに され されます。

機械工学，電気電子工学，建築学，土木工学，生物工学，応用化学

ただし， 成２６年に学 ６ の 定に が設けられ，専攻科の 生に対す

る な の が適用される専攻科が により 定されています。これを 適用 定専

攻科と んでいます。生産システム工学専攻でも上 の６つの専攻の 分の ち

機械工学，電気電子工学，建築学，土木工学，生物工学

の５専攻 分で， 適用 定専攻科としての 定を受けています。

成２６年度 の 学生については，「応用化学」の専攻の 分を く５専攻の 分で学

をおこな 適用 定専攻科の 学生となった場合は， 適用の

の に って学 がなされなけれ なりま ん。

「応用化学」の専攻の 分として学 しよ とする の学生の場合は， 成

３ 年度 に「応用化学」の専攻の 分で 適用 定専攻科の 定を けるまでは，学

６ の 定に基づく学士の学 の に関する 程が定める の に って

ができます。

その ，専攻科の制度が 成２５年 前に となり，受 したカ キュ ムが なる場合な

どの で 適用の の資 を たさない 学生については，学 ６

の 定に基づく学士の学 の に関する 程が定める の に って ができる場合

が ります。この場合については，「 学 ・学 機構」が する資 に，より な

が ります。

その については，「 学 ・学 機構」による学 に関する （専攻科２

年生に配付します。また「 学 ・学 機構」の HP，本校学 課で できます）をよ

く んで さい。

学 要 の や に 要な については，専攻科学生 に すとともに，

イ ンスを実 していますが， 等が れ いつでも 慮なく専攻科 に い合 て さ

い。

適用 定専攻科の 学生が 学 の 要

「 学 ・学 機構」の定めている 適用 定専攻科の 者に対する学

の要 は のとおりです。

高等専門学校卒業者（基礎資 ）

「 学 ・学 機構」の 定する 適用 定専攻科において， の を

いは の者

イ ２年 上に たり，６２ 上を していること。

ロ 適用 定専攻科が定める科目 に された，専門科目，関連科目，

科目，専攻 科目を体系的に し，「 学 ・学 機構」が定める

の要 （具体的な の要 については，各専攻の 分 とに 要な科

目 分 がなされた科目 が定められており，定められた科目 から す き

の要 については学士の学 の に る学 に しく

が る）を すること。
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    （ 本校のカ キュ ムは，上 に した科目 を体系的に できます。）

「学 総まとめ科目の 計画 」及び「学 総まとめ科目の成 の要 」について，

「 学 ・学 機構」の を受けること。ここでい 学 総まとめ科目は，

生産システム工学専攻においては，２年 に する です。

「 学 ・学 機構」が定める までに， と について電子 により

を すること。なお，２年 に学 者の基礎情報， と２

年 の科目（ 科目として ），「学 総まとめ科目の 計画 」を，２ に

科目の と「学 総まとめ科目の成 の要 」を電子 により する。

に加えて もっとも 要な要 は，熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専

攻を することです。専攻科の を 定された学生は，「 学 ・学 機構」

から，学士（工学）の学 を されます。

学 ６ の 定に基づく学士の学 の に関する 程が定める の に

って の 要（「応用化学」の専攻の 分で学 を 学生用）

「 学 ・学 機構」の定めている高専の 定専攻科 者に対する学 の要 は

のとおりです。

高等専門学校卒業者（基礎資 ）

学 機構の 定する高専専攻科において， の を している者

イ ２年 上に たり，６２ 上を していること。

ロ 専門の科目を体系的に していること。

    （ 本校のカ キュ ムは，専門の科目を体系的に できます。）

学 機構の 学 成 （レ ート）の 及び に合 すること。

学 に 要な の （ しい学士 の 成２３年度 ）

（ ）学

（２）卒業 （本科）（基礎資 を する者で る の ）

（３）

   （ した機関 に 成したもの）

（ ）学 成 のレ ート及び要 （ は「学士 の 」に されています）

（５） の し は

（６）受 ，

（ ）その ・ ， 定 通知用 ，受 付用

学 成 のレ ートおよび学 の については， 年２ に本人 に文 で通

知されます。学 の 教育プログラムの修 の 専

攻科 教 （ ） して さい。

学 成 の を して さい。
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14 プログラムの
（ ージ）に した教育 ロ ムの 要 の ， つかの要 は で 成す

る 目（総合 の 目）です。 に， を います。

14-1 ン ンシ プ （修 ４）

要 として，実 に実習を った 間が 動 や を まない実時間で 14 間 上で

ることが 要です。ただし，実習先は複 でも構いま んので， 年生から 的に 加しま

し 。実習後は， の を してください。この で を います。

実習先から してもら 「イン ーンシ 」

実習後に学生が 成する「イン ーンシ 報 」

本科，専攻科 に 定を受ける場合は，これらの とイン ーンシ 報 会をもって

を います。また， 高専から本校の専攻科 学した学生で に 間のイン ーンシ

に 加してきた学生は，その実習 を報 して さい。10-4 と 様で，専攻科 会で

した後に本校の 要 として めることが ます。 高専でのイン ーンシ の

がない場合は，本校 に 14 間 上のイン ーンシ の が 要になります。

14-3 学 の （修 ）

要 では「 で自分の を できること。学 での を目指すこと。」と

ります。 まで学生 が り んだ について，学会などに 加して学 での を目

指しまし 。学 で すると，様々な を でき， 後の 活動に に スにな

ります。 指 教 とよく して さい。もしも， した場合は，その を各科の専攻科

に連 してください。

14-4 「生産システム工学」教育プログラムの修

教育 ロ ムでは， （ ージ）の要 の てを することで 定の会 に ら

れます。

に上で した 目については， 年間のスケジュールで まった時にしか実 されないも

のが まれています。もしも，これらの つでも 成できなかった場合は，教育 ロ ムを

できま ん。これらの総合 を 成するには，計画的に 々を すことが になります。

に時間を使って いたいと います。
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１ 本 教育 （JABEE）

本技術者教育 定機構（JABEE）とは，「高等教育機関で な れている教育活動の品質が

す きレ ルに ること。また，その教育成 が技術者として活動するために 要な

度の知識や能力(Minimum Requirement)の養成に成 していることを 定する」ことを目的に設

立された の技術者教育 定機構です。現 ， の高等専門学校や 学が，JABEE に

よる教育 ロ ムの 定を目指して，教育システムの しと を進めています。

JABEE についての しい は，JABEE の ーム ージ（http://www.jabee.org/）に 開されて

いますが，JABEE の目的や JABEE の 定した教育 ロ ムを することの 味などついて，

に します。

本 教育 度

教育プログラム の

A. 教育 度 の

 JABEE の 要な活動は，高等教育機関で な れている教育活動の品質が す きレ ル

に ること，また，その教育成 が技術者として活動するために 要な 度の知識や能

力(Minimum Requirement)の養成に成 していることを 定することで る。

JABEE の活動は教育機関に 定のカ キュ ムや 成度を し付けたり，教育機関の教育レ

ルを て 付けし したりするものではない。 し ，文 の 学設置基準の

化に い，各 学の 性を すことを目的としている。各教育機関に 自の教育 と教

育目標の 開を要 し， しい教育 ロ ムや教育 の開 を 進し， 本や で

要とされる多様な能力を持つ技術者の育成を するもので る。

B. 本 教育 度の の

 JABEE は前 で した を実現するために，各高等教育機関に のよ な活動を求めて

いる。

（1） 学や教育 ロ ムは，社会のニーズに する使 と目的を しなけれ ならな

い。

（2）教育 ロ ムは，使 と目的に 具体的な教育目標を定 し，教育活動の成 がこ

れらの教育目標と 本技術者教育 定制度が求める教育成 を に たしているかを

さなけれ ならない。

（3）教育 ロ ムを 的に する を持たなけれ ならない。

a)学生や 先 業など のニーズを り れる

b)教育活動を して教育成 を測定し分 する (Assessment) 

c)教育 ロ ムが教育目標を 成しているか かを する (Evaluation) 

d) 的な自 点 ・教育 システム（ と活動）

（4） 学学生の質，教 ，設備， 学の ート， などの を教育 ロ ムの目

標と びつけて 分 して ること。

C. の生 キャ JABEEプログラム

基礎高等教育を した技術者が，実 と 専門教育 CPD を通じて能力開 Prof. 

Development を け，より高度な技術者 と成 する。またできるだけ多くの技術者が，適

な時 に が定める技術者資 —技術士—を して された技術者としての地 を 立し，

その後も を けながら技術士 CPD を通じて能力のア デートを ける。このよ な技

術者キャ アーの したシステムを 備することは， 人にとっても社会にとっても に

ましい目標で る。

が の技術士制度が， の技術者資 制度と整合性が り，またその基準が 標準

に適合するもので れ ， が の資 と の資 との 等性を し，また に

に くことができる。 的に整合性の る しい技術者資 制度が， 年技術士

会で され，その に基づいた技術士 の が本年（ 2002 年） に 会で

され された。 は２ ３年 からで る。

その で，文 科学 が指定する 定教育課程（ JABEE 定の技術者教育 ロ ム）
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その で，文 科学 が指定する 定教育課程（ JABEE 定の技術者教育 ロ ム）

の 者は，技術者に 要な基礎教育を したものと なされ，技術士 を

されて 「 習技術者」として実 習に ることができると 定されている。これによ

り， 学における基礎教育と技術者資 との ンクが されたことになる。 しい技術者

資 制度の 要は のとおりで る。

４ JABEE 教育プログラムの の

定された教育 ロ ムの 生は，技術士 の を され 習技術者とな

れる。 
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２.

履修 修 科 対 「生産システム工学」教育プログラム の

成２ 年２ 制定

（ ）

「生産システム工学」教育 ロ ム（ 「教育 ロ ムとい 」） ，２年（本科

年及び５年）に する 間 に学生が する科目について れる，教育 ロ ム

科目の （ ）について定める。

（ の実 ）

２ は，教育 ロ ムの 科目の を する専攻科及び本科の学生に対し

て実 する。

２ は， の場合について ことができる。

(a) 教育 ロ ムに られた科目 に する科目で教育 ロ ムの合 基準６

    点と なる合 基準で した科目を本校の ロ ム として める場合

(b) 学習・教育 目標の 成度 において，JABEE基準の対応に の る

科目を，シ バス等により 等と できる本校の教育 ロ ムに られた科

目として の対 とする場合

３ は，学科会 の を て実 の を 定する。

を 科目は， ての教育 ロ ム科目（ ， 習，実 実習など）とする。

５ の は，３ までとする。

６ 教科 教 は， しも 学生が受 したときの 教 でなくてもよい。

（ の ）

３ についての はレ ートに加え， るいは を実 し，それぞれ

６ 点 上の をもって合 とする。

２ 習，実 実習等についての は，シ バスより実 および合 基準に 等性が

められる場合，合 とする。 要に応じて 習，実 は実習を実 し，レ ートまたは

において６ 点 上の をもって合 する。

３ 学習 時間を たさない場合は， 分の を実 する。

（ 報 ）

を実 した 教 は， 報 を 成し，学科会 の を て，学 課学

に する。

２ 報 には合 を し，レ ート，（シ バス）， または 等の

要な各資 を えるものとする。

（ の 定）

５ された 報 に基づいて，専攻科 会及び教育 ロ ム 定会 にお

いて 定を する。

２ の ，教育 ロ ム として された科目は，校 が 定する。

この いは， 成２ 年 から する。
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教育プログラム の の

の

（ 59 50 の本科４年 年

の JABEE プログラム科 ）

学科 の の

専攻科 の

専攻科

（ 60

 1.

 2.

 3.

等の の 等

1.2. 1〜 の

教

専攻科 学

科の 専攻科

教科 教 （年度 教

等

教

）

専攻科

専攻科

の

専攻科 プログラム

指 ・連

の実 が められた場合

実

報

定

認
定
結
果
の
連
絡
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１

(1) の指 は， 学 ・学 機構による を受けた 教

（ ，指 教 とい ）が な 。

(2) 指 教 は， 指 上 要な場合，指 教 を する教 （ ， 教 とい

）と で の指 に たることが る。

(3) 教 は， 教 の から することが る。

(4) 指 教 は， となり， 学 ・学 機構による を受けた教 の から

となる教 を 定し， の を な 。

2 学生の

(5) 学生は，指 教 が する専攻科 テーマについての イ ンスを受けた後，

テーマ，配 の を各専攻の専攻科 する。

(6) 各専攻の専攻科 は，学生の を りまとめ，学科 で 整の え，学科

の を て，学生の テーマ，配 の を専攻科 会 する。

(7) 専攻科 会は，学生の テーマ，配 を する。

(8) 配 定後，や を ない な 情により配 等を する 要が生じた場合

には， 度(2)，(3)の きをとるものとする。（年度 の も ）

3 の

(1) 及び は， に の について を ない，総合 を が りまとめ

報 として専攻科 会 する。 は， ( 々の 目の に対する

合は 定める)

(a) 文（ 報 ）

(b) （ は 間 なども ）

(c)学会 等の る場合はその資

(d) 実 時間の資 （ 実 （ 成 年度までは ノート）の 成）

(2) された 報 について専攻科 会で を 。

(3) は， 定会 において 定する。

の
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専攻科 の の
2004.3.11専攻科 会

（1） の

（２） の

指 教 教

テーマの

配 等学科 整

専攻科 りまとめ

学生

専攻科 会

イ ンス等

配 と

配

（指 教 ）

文、資 などを

定

専攻科 会

定会 または

定会 で

定

報

（ 様 ）

の １ 年

月１１ 専攻科

１ 年 月教

の
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報 （ 年 ）

成   年度     熊本高等専門学校 専攻科 生産システム工学専攻

系

機械知能系

建築・土木系

生物・化学系

指 教

学生
学年度

目

総合 点 I+II(100点 点)

（ ）

教

（ 年 ）

定

90点 上

80 89点

70 79点

60 69点

60点

時間総計 ５ 時間 上(実時間）                  時間

ノート （ ）

４ 特別研究 評価表
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デー

                成    年度 学生                         

I 実 の （各 目 は５点 点）
計 I 点合計 ２. （60点 点， 点 ）

計 I

目 点 に関する ント

1.自 性と計画性

2.文献・資 の と活用

3.テーマ の 度

4. 工 や の

5. 間報 成
（ を ）

指 教 点 合計

II 間報 の （各 目は５点 点）

計 II 点合計（ の合計） 者人
（ と は 者に まれること。40点 点， ）

計 II

目 点 点 ( 教 I) ( 教 II)

1.目的の 度

2.材 と （資 と 等）
の整合性と 度

3. 等のデー 整

4. の 度

5. 目標 の 度

6.文 力

7.報 の構成

8. による

合計
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報 （２年 ）

成   年度      熊本高等専門学校 専攻科 生産システム工学専攻

系

機械知能系

建築・土木系

生物・化学系

指 教

学生 学年度

目

総合 点
I+II+III 

(100点 点)

（ ）

教

（２年 ） ６

定

90点 上

80 89点

70 79点

60 69点

60点

時間総計 ２２５時間 上(実時間）

ノート （ ）

特別研究Ⅱ評価表
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デー
                成    年度 学生                         

I 実 の （各 目 は５点 点）
計 I 点合計 ２（50点 点）

計 I

目 点 に関する ント

1.自 性と計画性

2.文献・資 の と活用

3.テーマの 度

4. 工
の

5.報 成（ およ
び学会等での を ）

指 教 点 合計

II 文の （各 目は５点 点）

計 II 点合計（ ） 0.6（30点 点， ）
計 II

目 点 点

1.目的の 度

2.材 と （資 と など）の
整合性と 度

3. 等のデー 整
の 度

4. 目標 の 度

5.文 力と 文の構成

合計

III の （各 目は５点 点）

計 III 点合計（ の合計） 0.8 者人
（ と は 者に まれること。20点 点， ）

計 III

目 点 点 ( 教 I) ( 教 II)

1.目的の 度

2.材 と （資 と 等）
の整合性と 度

3. 等のデー 整

4. の 度（ を ）

5. 目標 の 度

合計
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学 教育 の
学 等 度

学生に本校の学習・教育目標の 成度を年 に自 点 をさ ，専攻科 時には

て できるよ に学習指 ・ 指 を っていく。

対 専攻科 年 専攻科２年

入

テ

・本科での卒業 ，及び専攻科での での テーマ ，指 教 を す。

学

・専攻科 学 に の３ の イミン 時に ， をする。

専攻科 年 時 本科卒業時点での自 点 ，学習 を整 する。

専攻科２年 時 専攻科 年が った時点での自 点 ，学習 をまとめる。

専攻科２年３ 時 専攻科 時点での学習 をまとめる。

・TOEIC や など， が分かった時点で 時 は 能で る。

・教 は， や指 教 が しておく き が れ し も く。

学 教育 の

・生産システム工学教育 ロ ムにおける学習・教育 目標に対して自 点 を 。

・ する イミン は 学習 と じ イミン とする。

・ 科目は， に されている科目の で した科目 を年度 に す。

の

 は，学生本人か教 の が ， が るものとする。 学生 の は す

る。

 は学 とし，学 の持ち しは する。

 ただし， 要に応じて などで 資 として することが る。

 に ・ が 生した場合は， として「 え し」で対応することとする。

上

「学習等 成度 」様 （ ・ ）

学 等 度
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学 等 度
学 学

科

(本) 学科

(専) 生産システム工学専攻

テ （ 年 ）

年 度 テ

本

科
成 年度

卒業 のテーマ

指 教

専攻

科

成 年度

成 年度

のテーマ

指 教

学

入
（年/月/ ）

/   /
(専攻科 1年 4月 )

/   /
(専攻科 2年 4月 )

/ /
(専攻科 2年 3月 )

   年度    年度    年度

本科 専攻科１年 専攻科２年 修

修
修

ン ンシ プ

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

（会社）

間

TOEIC
点 点 点

学 の

学
（学 ）

専攻科での目標 専攻科 2年での目標 ロ ム 時の 成度

教 入
（ 入 教

）

本 シ
本シートは，学 課に しています。本人に り ・ は 能ですが，持ち りは

ま ん。

本シートは，学生 の本校での学習 ， 指 ，カ キュ ム ， 時の 資

として用いますが，それ の用 では使用しま ん（ 人の は ります）。

熊本高等専門学校
八代キャンパス専攻部会
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学 教育 の

自 点 「学習・教育 目標」について，５点 点で自 点 をして さい。  5 4  3 2  1

科目 各教育目標に対応する科目 から， した科目 を して さい。（科目は ）

年

本科 年

年

専攻科１年

年

専攻科２年 修 修

（ ）修 科 修 科 修 科

（１）

本

の シ

ン

き

１ １ 本

の き

１ ２ の

１ の

き

き

（２）

ICT 本

工学

の応

２ １ ICT

き

２ ２

専門工学

の き

（ ）

の

の の専門

高度

産

の

き

１ 学 科学の

専門 の

き

２ 専門 の

き

工学

き

４

の

き

（４）

の

４ １

き

４ ２ の

き

４ の

き

４ ４ グ プ の

の ン

き

（ ）

の

対

の

１ 科学

き

２ の

き

（ ）

き

１

の

き

２ 専門 の

の

応 の

ン き

学

学 き
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この きに した については，教育 ロ ムに関連した本校の「 」や「 し合

」として学生 やシ バスなどで 開されています。また，本校の ーム ージでも 開されて

いますので， 要に応じて して さい。

な関連 などは の通りです。

等の

学 熊本高等専門学校学 （ に 専攻科）

熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻の 業科目の 等に関する

熊本高等専門学校「生産システム工学」教育 ロ ム

し合 等

熊本高等専門学校の びに進 及び卒業の 定等に関する基準

熊本高等専門学校 の 学等における学 に関する

学習 ートの し合

熊本高等専門学校八代キャンパス 学生の についての し合

熊本高等専門学校八代キャンパスイン ーンシ 実 要

生産システム工学専攻及び「生産システム工学」教育 ロ ムの 定 びに

定に関する し合

前に した科目に対する「生産システム工学」教育 ロ ム の

に関する い

この に す 等 は， 等に 開されていますので に の を して さい。

「生産システム工学」教育プログラム 等






